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　旧中央公民館駐車場に所在する。戦前は、
直径二尺くらいの円筒型に積み上げられた井戸
であった。明治 44 年６月16日の琉球新報に
「警察の東方に井水あり其側に老人３人群居し
て時事を談す。たばこを薫らし井戸の名を問え
ば天川なりと答え、ミーハギも治るといった」
と記されている。

シリーズ

町議会を傍聴しましょう！定例会は、3・6・9・12月に開かれます。

平成27年12月定例会 ～主な内容～

●平成27年度補正予算の結果 P-2

●臨時会・主な議案等に対する議員の賛否 P-3

●町政を問う・14名の議員が一般質問 P-4

●議会見てある記、題字紹介 P-20

（会期 12 月 8 日～ 16 日）

毎年恒例の  新春マラソン大会（平成28年 1月 16日）

輝け未来のかでなっ子！！



こんなことを決めました！
12月定例会

議案番号 件　　名 議決結果

議 案 第 1 7 号
嘉手納町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定について

原 案 可 決

議 案 第 1 8 号 嘉手納町税条例の一部を改正する条例について 原 案 可 決
陳 情 第 1 9 号 嘉手納町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原 案 可 決

選 挙 管 理 委 員 の 選 挙 当選者：古謝政則氏、奥間明氏、宮里郁子氏、玉城進氏
選 挙 管 理 委 員 補 充 員 の 選 挙 当選者：新垣安博氏、山城正助氏、多和田和美氏、眞壁孝氏

条例制定・改正

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額
一　　般　　会　　計 2 億 7,992 万円 ( 増 ) 87 億 9,556 万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 　　　　29 万円 ( 増 ) 25 億 5,891 万円
下 水 道 事 業 　　　579 万円 ( 減 )   3 億　 233 万円
後期高齢者医療 　　　356 万円 ( 増 )   2 億 3,938 万円

平成 27 年度　補正予算

平
成
27
年
第
37
回
（
12
月
）
定
例
会
を
12
月
８
日
か
ら
16
日
の
日
程
で
開
催
し
た
。
本
定
例
会
で
は
、
平
成

27
年
度
補
正
予
算
（
一
般
会
計
・
３
特
別
会
計
）
を
含
む
議
案
10
件
が
提
案
さ
れ
原
案
の
通
り
可
決
し
た
。

ま
た
同
定
例
会
に
お
い
て
、
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
、
議
長
の
指
名
推
薦
に
よ
り
当

選
人
を
決
定
し
た
。

安心・安全な教育施設建築に向けて

嘉手納幼稚園園舎建設工事（平成28年3月完成予定）
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反
対
者
数

1

2

賛
成
者
数

14

13

議
決
者
数

15

15

出
席
者
数

16

16

議
決
月
日

12/14

12/14

件　　　名

平成 27 年度嘉手納町一般会計補正
予算（第 3 号）

嘉手納町行政手続における特定の個人を識
別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用に関する条例の制定
について

議 案

議案
第 13 号

議案
第 17 号

16

徳
里
直
樹

−

−

15

田
仲
康
榮

×

×

14

田
崎
博
美

○

○

13

奥
間
常
明

○

○

12

金
城
利
幸

○

○

11

知
念
　

隆

○

○

10

福
地
　

勉

○

×

９

當
山
　

均

○

○

８

石
嶺
邦
雄

○

○

７

仲
村
渠
兼
栄

○

○

６

照
屋
唯
和
男

○

○

５

新
垣
貴
人

○

○

４

奥
間
政
秀

○

○

３

安
森
盛
雄

○

○

２

古
謝
友
義

○

○

１

宇
榮
原
京
一

○

○

「◯」：賛成　「×」：反対　「欠」：欠席　「退」：退席　　議長は賛否同数以外は採決に加わらないため「ー」で表記。

◆主な議案等に対する議員の賛否

第36回 臨時会
ＣＶ -２２オスプレイの県内訓練場使用に�

断固反対する抗議決議
Ｆ -16戦闘機の嘉手納基地への暫定配備に

�断固反対する抗議決議

　沖縄防衛局から平成 27 年 10 月 14 日入手した空軍特
殊作戦コマンドのＣＶ 22 の横田飛行場配備に関する環
境レビューの中から、2017 年から横田基地に配備する米
空軍仕様の垂直離着陸輸送機ＣＶ 22 オスプレイが沖縄
県内の訓練場を使用することが記載されており、県民に
大きな衝撃を与えた。 
日本政府は同型機の事故率が普天間基地に配備されてい
るＭＶ 22 オスプレイの 3.4 倍高いと公表している。今後、
このような危険極まりない輸送機が嘉手納基地の米空軍
第 353 特殊作戦群、トリイ通信施設の米陸軍特殊作戦部
隊が駐留しているこの地域で、ほとんどの施設が備わっ
ている嘉手納飛行場への飛来が常態化することが想定で
きる。
　ちなみに、平成 24 年 12 月時点における県内米軍基地
事故発生件数 540 件中、嘉手納基地が 358 件（66％）を
占め、さらに嘉手納弾薬庫、陸軍貯油施設が隣接し、こ
れら軍事施設に取り囲まれ「世界で最も危険な基地」と
日々向かい合って暮らしている町民にとっては言語道断
であり、速やかな撤回を強く求める。
 よって、嘉手納町議会は町民の生命、財産、安全及び
平穏な生活を守る立場から、ＣＶ 22 オスプレイの県内
訓練場の使用に断固反対し、下記事項を強く求める。�
1 .	 ＣＶ 22 オスプレイの県内訓練場使用計画を撤回し、

配備を中止すること。

　平成 27 年 10 月 22 日、米オクラホマ州のタルサ州空
軍基地からおよそ 200 名の要員と 12 機のＦ 16 戦闘機が
暫定配備された。今年に入り、嘉手納基地への暫定配備
は１月と６月に続き３度目となる。
　同基地には、過去にＦＡ 18 戦闘攻撃機やＡＶ８Ｂハ
リアー攻撃機等外来機の飛来が繰り返し行われ、過密度
の助長化にますます拍車をかけているのが現状である。
これらの恒常化した基地運用は日米安全保障協議委員会
の共同発表で確認された嘉手納基地の負担軽減に逆行す
るものであり、危険性の除去も確実に施されず、町民は
いつ起こるかわからない落下事故、連日の航空機騒音、
悪臭問題等の不安と恐怖による精神的苦痛、健康面に関
する悪影響に日々苛まされ続け、受忍限度はもはや限界
に達している。
 よって、嘉手納町議会は、相次ぐ外来機の飛来に断固
反対し、下記事項の速やかな実現を図るよう強く要求す
る。
1 .	 Ｆ 16 戦闘機等の米軍外来機の嘉手納基地への飛来

を禁止すること。
2 .	 米州空軍所属機の嘉手納基地への飛来訓練を中止す

ること。
3 .	 騒音防止協定を遵守し航空機騒音の軽減を図ること。
4 .	 嘉手納基地の負担軽減を速やかに実施しこれ以上の

機能強化を中止すること。

27.10.26

沖縄防衛局へ抗議 嘉手納基地第 18 航空団へ抗議
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題字：知念　隆 議員

14
人
の
議
員
が
一
般
質
問

仲村渠　兼　栄  ……………… Ｐ 5
　  ■鉄軌道実現に向けて嘉手納駅設置を

古　謝　友　義  ……………… Ｐ 6
　  ■嘉手納児童公園の今後の展開を問う

宇榮原　京　一  ……………… Ｐ 7
　  ■嘉手納町観光ガイド 事業の現状は

照　屋　唯和男  ……………… Ｐ 8
　  ■嘉手納町障害福祉計画を問う

奥　間　常　明  ……………… Ｐ 9
　  ■嘉手納中学校修学旅行費の全額補助を

知　念　　　隆  ……………… Ｐ 10
　  ■兼久海浜公園のリニューアル計画の進捗状況は

安　森　盛　雄  ……………… Ｐ 11
　  ■奨学入学準備金の検討状況は

田　崎　博　美  ……………… Ｐ 12
　  ■有害動植物の防除対策は

福　地　　　勉  ……………… Ｐ 13
　  ■基地被害除去の具体策は

金　城　利　幸  ……………… Ｐ 14
　  ■かでな振興㈱の累積剰余金は雇用・給与・福利へ積極活用を

石　嶺　邦　雄  ……………… Ｐ 15
　  ■法改正による自転車ルールの周知を

田　仲　康　榮  ……………… Ｐ 16
　  ■マイナンバー制度の実施中止に

當　山　　　均  ……………… Ｐ 17
　  ■非婚ひとり親に寡婦控除のみなし適用を

徳　里　直　樹  ……………… Ｐ 18
　  ■観光振興を問う

（質問順）
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仲村渠 兼 栄

　沖
縄
に
は
昔
は
鉄
道
が
あ
っ
た
。

約
１
０
０
年
前
の
１
９
１
４
年(

大

正
３
年)

に
那
覇
―
与
那
原
線
、
そ

の
後
那
覇
―
嘉
手
納
線
・
那
覇
―
糸

満
線
の
計
３
路
線
が
敷
か
れ
た
。「
軽

便
鉄
道
」
と
い
う
種
類
の
鉄
道
で
、

「
ケ
ー
ビ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

沖
縄
県
の
鉄
道
構
想
で
は
、
那
覇

―
名
護
間
を
１
時
間
で
結
ぶ
こ
と
を

将
来
の
目
標
に
掲
げ
て
、
検
討
す
る

委
員
会
も
昨
年
発
足
し
た
。

　

 

嘉
手
納
ル
ー
ト
の
可
能
性

は
。

　

〜

 

企
画
財
政
課
長

 

県
が
取
り
ま
と
め
中
。

 

チ
ー
ム
等
を
創
り
取
組
む
予
定

は
。

 

慎
重
に
判
断
し
た
い
。

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
予
定
は
。

 

現
時
点
で
は
な
い
。

 

嘉
手
納
駅
を
設
置
す
る
予
定
は
。

　

町
長

 

状
況
を
注
視
し
な
が
ら
判
断
し

た
い
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
発
刊
す
る

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
と
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

が
発
行
す
る
テ
レ
パ
ル
50
に
、
嘉
手

納
町
の
く
ら
し
の
便
利
帳
（
町
の
イ

ベ
ン
ト
特
集
・
公
共
ガ
イ
ド
・
防
災

マ
ッ
プ
等
）
を
合
冊
し
、
発
刊
す
る

予
定
は
。

　

企
画
財
政
課
長

　
必
要
性
を
調
査
研
究
し
た
い
。

　自
民
党
政
権
時
に
国
道
・
県
道
の

除
草
作
業
が
年
間
４
回
あ
っ
た
が
、

民
主
党
政
権
に
な
り
、
年
２
回
に
減

ら
さ
れ
て
、
現
在
国
道
・
県
道
の
除

草
作
業
が
追
い
付
か
な
い
状
況
で
あ

る
。

　

観
光
等
で
嘉
手
納
町
及
び
道
の
駅

に
来
て
、
県
道
・
国
道
の
出
入
り
の

際
に
雑
草
を
見
て
、
不
快
感
を
残
し

て
、
帰
っ
た
ら
い
け
な
い
と
思
う
。

　

 

町
は
路
線
現
況
を
見
て
、

ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
。

　

町
長

 

情
け
な
い
と
思
う
。

　

都
市
建
設
課
長

 
環
境
美
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　
 

県
へ
除
草
作
業
回
数
を
増

す
要
請
を
行
う
予
定
は
。

　

町
長

 

効
果
的
な
方
法
を
検
討
す
る
。

　

都
市
建
設
課
長

 

引
き
続
き
要
請
し
た
い
。

　

 

除
草
作
業
の
工
事
指
名
に

町
内
業
者
が
参
加
出
来
な
い
か
。

　

都
市
建
設
課
長

 

資
格
条
件
を
満
た
せ
ば
町
内
業

者
も
可
能
性
は
あ
る
。

　
子
ど
も
の
学
齢
期
に
応
じ
た

具
体
的
な
取
り
組
み
方
策
、
学
校
の

し
く
み
、
子
ど
も
の
成
長
記
録
を
一

本
化
し
た
「
家
庭
の
教
育
手
帳
」
を

作
成
す
る
予
定
は
。

　

教
育
指
導
課
長

　
ま
ず
は
、
手
帳
の
把
握
が
必
要
。

　外
国
人
や
耳
の
不
自
由
な
人
が
、

公
共
機
関
へ
緊
急
に
来
庁
し
た
と
き

円
滑
な
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
嘉
手
納
町
に
お
い
て
も

緊
急
性
が
必
要
な
場
面
が
予
想
さ
れ

る
事
か
ら
、
指
さ
し
カ
ー
ド
を
提
案

す
る
。

　

こ
の
カ
ー
ド
は
、表
面
に
病
状（
体

の
ど
こ
が
痛
い
の
か
等
の
主
訴
）
が

表
示
さ
れ
、
裏
面
に
は
住
所
氏
名
、

既
住
歴
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
な
ど

の
患
者
情
報
を
指
さ
し
や
記
入
形

式
で
聴
取
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
外
国
人
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

救
急
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
、
速

や
か
に
対
応
す
る
た
め
に
、
導
入
が

目
的
で
、
公
共
機
関
で
も
導
入
し
、

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

 

指
さ
し
会
話
カ
ー
ド
の
把

握
は
。

　

〜

 

総
務
課
長

 

消
防
よ
り
確
認
し
た
。

 

指
さ
し
会
話
カ
ー
ド
を
作
成
し
、

公
共
機
関
・
商
工
会
・
通
り
会

等
に
配
布
す
る
予
定
は
。

 

実
施
の
予
定
。

問
４

家
庭
の
教
育
手
帳

　
　
　
を
作
成
し
配
布
を

問
１

鉄
軌
道
実
現
に
向
け
て

　
　
　
嘉
手
納
駅
設
置
を

問
２

電
話
帳
と
町
民
便
利
帳

　
　
　
の
合
冊
版
発
刊
を

問
３

県
道
74
号
線
の

　
　
除
草
作
業
を
図
れ

問
５

指
さ
し
カ
ー
ド
の
作
成
を

当時の嘉手納駅

身体カード（英語・中国語などが表示されている）
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古 謝 友 義

問
題
が
あ
り
、
公
園
拡
張
の
た
め
に

は
地
権
者
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

　

県
内
に
は
、
全
島
か
ら
人
が
集

ま
っ
て
く
る
観
光
地
が
あ
る
。
本
部

町
の
桜
、
伊
江
島
の
ゆ
り
等
で
あ
る
。

以
下
を
問
う
。

 

嘉
手
納
町
に
人
が
集
ま
る
名
所
は

あ
る
か
。

 

作
る
計
画
は
あ
る
か
。

 

鯉
の
ぼ
り
フ
ェ
ス
タ
は
今
後
も
継

続
す
る
の
か
。

 

人
を
呼
ぶ
に
は
規
模
を
拡
大
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
社
協
だ
け
で

は
荷
が
大
き
く
、
町
当
局
、
商
工
会
、

漁
協
等
で
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
取
り
組

め
な
い
か
。

　

産
業
環
境
課
長

 
嘉
手
納
町
の
名
所
と
し
て
、
比
謝

川
遊
歩
道
、
水
釜
海
岸
、
道
の
駅
等
。

 

観
光
振
興
基
本
計
画
で
掲
げ
た
施

策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

子
ど
も
家
庭
課
長

 

鯉
の
ぼ
り
フ
ェ
ス
タ
は
継
続
す
る

が
、
比
謝
川
横
断
の
鯉
の
ぼ
り
は
や

ら
な
い
。

 

平
成
29
年
度
以
降
、
社
協
、
漁
業

組
合
等
と
協
力
を
得
な
が
ら
開
催
で

き
る
か
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

北
区
の
嘉
手
納
児
童
公
園
は
、

地
域
の
憩
い
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
、
昭
和
60
年
５
月
に

開
園
さ
れ
た
が
、
現
在
同
公
園
は
利

用
者
も
少
な
く
、
区
の
行
事
等
に
も

利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
表
通
り
か
ら

目
立
た
ず
、
子
供
の
非
行
の
場
所
に

な
る
気
配
が
あ
る
。
同
公
園
の
今
後

の
拡
充
策
に
つ
い
て
問
う
。

 

同
公
園
の
整
備
計
画
は
あ
る
か
。

 

公
園
周
辺
住
民
か
ら
、
隣
接
す
る

民
家
、
土
地
を
買
収
し
公
園
を
拡
張

す
る
計
画
が
あ
る
、
と
聞
い
て
い
る

が
そ
の
よ
う
な
計
画
が
あ
る
か
。

 

幼
稚
園
舎
も
近
日
中
に
は
開
園
さ

れ
る
が
、
同
公
園
は
整
備
が
必
要
に

な
る
と
思
う
が
見
解
を
問
う
。

 

公
園
の
規
模
、
内
容
等
地
域
住
民

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
必
要
と
考
え
る

が
、
合
意
形
成
を
図
れ
る
場
が
持
て

る
か
。

 

同
公
園
の
整
備
拡
充
に
お
い
て
の

課
題
は
あ
る
か
。

　

都
市
建
設
課
長

 

同
公
園
の
機
能
性
や
安
全
性
を
完

備
し
、
利
用
向
上
を
図
る
た
め
の
改

善
手
法
に
つ
い
て
、
課
内
で
検
討
し

て
お
り
、
再
生
整
備
の
必
要
性
は
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

 

公
園
入
り
口
を
広
く
取
り
、
利
用

者
が
一
望
で
き
る
空
間
を
確
保
す
る

こ
と
が
最
善
策
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
は
店
舗
や
住
宅
等
が
建
つ

前
面
道
路
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
用

地
拡
張
も
計
画
案
の
一
つ
と
し
て
検

討
し
て
い
る
。

 

一
つ
の
案
と
し
て
、
学
校
施
設
と

公
園
を
直
接
結
ぶ
よ
う
な
園
路
、
も

し
く
は
管
理
道
路
の
整
備
が
あ
り
、

連
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
車
両
の
往

来
が
多
い
道
路
を
通
ら
ず
、
直
接
学

校
か
ら
公
園
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ

と
に
よ
り
利
便
性
が
確
保
で
き
る
。

 

公
園
機
能
向
上
整
備
に
向
け
た
方

針
が
決
定
さ
れ
、
事
業
化
さ
れ
た
場

合
、地
域
住
民
へ
の
説
明
会
及
び
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
。

 

町
道
か
ら
奥
ま
っ
た
場
所
に
立
地

し
、
周
辺
地
域
よ
り
地
盤
が
下
が
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
風
紀
防
犯
上
の

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
町
外

か
ら
多
く
の
人
が
鯉
の
ぼ
り
を
見
に

来
る
、
町
が
賑
わ
う
こ
と
が
目
的
だ

と
思
う
が
果
た
し
て
人
が
集
ま
る
か
。

　

子
ど
も
家
庭
課
長

　

鯉
の
ぼ
り
の
ワ
イ
ヤ
ー
設
置
が
難

し
く
鯉
の
ぼ
り
横
断
は
で
き
な
い
。

　

一
括
交
付
金
を
活
用
し
、
平
成

28
年
度
も
ま
だ
時
間
的
に
間
に
合
う

と
思
う
が
再
度
意
見
を
聞
き
た
い
。

　

子
ど
も
家
庭
課
長

　

実
行
委
員
会
を
再
度
開
催
し
、
従

来
の
鯉
の
ぼ
り
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
で

き
な
い
か
提
案
し
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

鯉
の
ぼ
り
フ
ェ
ス
タ
の
時
期
に

遊
覧
船
が
出
航
し
て
い
る
。船
に
乗
っ

て
近
く
の
海
を
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
く

る
が
、
日
頃
船
に
乗
る
機
会
が
な
い

た
め
、
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
る
。

そ
こ
で
以
下
を
問
う
。

 

グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
業
者
を
誘
致
で
き

な
い
か
。

 

青
い
海
は
沖
縄
の
宝
で
あ
る
。
海

の
中
が
見
え
る
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
は
夢

が
あ
る
。
カ
ヤ
ッ
ク
と
タ
イ
ア
ッ
プ

す
れ
ば
嘉
手
納
町
の
観
光
の
目
玉
に

な
る
と
思
う
。
見
解
を
問
う
。

 

カ
ヤ
ッ
ク
も
目
覚
ま
し
い
活
躍
を

し
て
い
る
と
思
う
。
町
と
し
て
今
後

ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

 

学
校
の
課
外
学
習
と
し
て
、
カ

ヤ
ッ
ク
は
計
画
に
入
っ
て
い
る
か
。

 

比
謝
川
は
自
然
が
観
察
で
き
る
場

所
で
あ
る
。
教
育
の
場
に
ふ
さ
わ
し

い
と
思
う
。
ぜ
ひ
子
供
た
ち
に
体
験

さ
せ
て
欲
し
い
。

　

産
業
環
境
課
長

 

興
味
深
い
提
案
で
あ
り
関
係
者
か

ら
話
を
聞
き
た
い
。

 

業
者
と
話
し
合
い
た
い
。

 

比
謝
川
緑
地
広
場
整
備
事
業
の
な

か
で
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

教
育
指
導
課
長

 

学
校
教
育
、
教
育
課
程
の
編
成
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
長
に
任
さ
れ
て

い
る
。
比
謝
川
の
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
に

つ
い
て
は
計
画
さ
れ
て
い
な
い
。

 

カ
ヤ
ッ
ク
を
使
っ
た
学
習
は
厳
し

い
と
思
う
が
、
徒
歩
で
の
学
習
は
可

能
と
思
う
。

問
１

嘉
手
納
児
童
公
園
の
今
後

の
展
開
を
問
う

問
２

観
光
地
を
つ
く
れ

問
３

グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
を
誘
致
せ
よ 鯉のぼりフェスタ

いつまでも続くように
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平
成
26
年
度
よ
り
一
括
交
付
金

を
活
用
し
た
観
光
ガ
イ
ド
事
業
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。
本
町
の
観
光
振
興

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
観
光
振
興
の

基
盤
と
な
る
人
材
を
育
成
し
、
本
町

を
訪
れ
た
観
光
客
に
町
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
観
光
振
興
が
図

ら
れ
る
。
現
在
の
観
光
ガ
イ
ド
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

平
成
26
年
度
の
観
光
ガ
イ
ド
事
業

の
検
証
は
。

 

認
定
し
た
観
光
ガ
イ
ド
の
待
遇
は
。

 

今
年
度
の
観
光
ガ
イ
ド
事
業
の
状

況
は
。

 

今
後
ど
の
よ
う
に
観
光
ガ
イ
ド
事

業
を
運
営
展
開
し
て
い
く
の
か
。

 

今
後
予
想
さ
れ
る
課
題
は
。

　
産
業
環
境
課
長

��
 

受
講
申
し
込
み
者
14
名
に
沖
縄
の

歴
史
や
町
の
歴
史
と
観
光
施
設
、
マ 宇榮原 京 一

ナ
ー
講
座
、
先
進
地
視
察
、
ガ
イ
ド

実
践
な
ど
の
講
座
を
20
回
実
施
し
、

講
座
修
了
者
10
名
を
嘉
手
納
町
観
光

ガ
イ
ド
と
し
て
認
定
し
た
。�

 

今
後
、
利
用
者
負
担
で
ガ
イ
ド
料

金
、
待
遇
を
考
え
る
。

 

運
営
ス
タ
ッ
フ
育
成
及
び
受
付
業

務
の
支
援
、
ま
た
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

講
座
の
実
施
、新
し
い
ま
ち
歩
き
コ
ー

ス
の
造
成
な
ど
。

 
道
の
駅
を
拠
点
に
、
指
定
管
理
者

を
嘉
手
納
町
観
光
ガ
イ
ド
運
営
者
と

し
て
実
施
す
る
。
指
定
管
理
者
は
、

観
光
ガ
イ
ド
を
活
用
し
た
情
報
発
信

を
行
い
、
地
域
の
飲
食
店
と
の
連
携

な
ど
も
構
築
す
る
。

 

観
光
ガ
イ
ド
の
人
数
不
足
、
新
し

い
コ
ー
ス
の
造
成
、
地
域
と
連
携
し

た
効
果
的
な
ガ
イ
ド
事
業
の
実
施
が

課
題
と
な
る
。���������������

　

平
成
28
年
４
月
に
人
事
評
価
制

度
の
運
用
が
開
始
さ
れ
る
が
、
各
自

治
体
で
は
担
当
課
本
来
の
業
務
の
忙

し
さ
や
能
力
評
価
制
度
の
活
用
経
験

が
な
い
こ
と
な
ど
が
要
因
で
人
事
評

価
制
度
運
用
に
は
様
々
な
課
題
が
存

在
し
て
い
る
と
い
う
。
本
町
の
対
応

策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

勤
務
評
定
制
度
と
人
事
評
価
制
度

の
違
い
は
。

 

制
度
導
入
へ
の
準
備
状
況
は
。

 

導
入
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
成
果

が
期
待
で
き
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が

推
測
さ
れ
る
か
。

 

職
員
へ
の
説
明
、
周
知
は
。

 
本
町
の
求
め
ら
れ
る
職
員
像
と
は
。��

　
総
務
課
長

��
 

勤
務
評
定
は
評
価
項
目
が
不
明
瞭

で
、
面
談
等
も
な
く
、
評
価
結
果
を

本
人
に
周
知
せ
ず
、
人
事
管
理
に
十

分
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

人
事
評
価
制
度
は
、
基
準
を
明
示
し
、

本
人
へ
面
接
開
示
後
、
任
用
や
給
与

等
に
反
映
す
る
。�

 

今
年
７
月
に
制
度
導
入
の
周
知
、

正
規
職
員
を
対
象
に
人
事
評
価
制
度
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
９
月
は

管
理
職
会
議
で
概
要
を
説
明
。
10
月
に

嘉
手
納
町
、
読
谷
村
、
北
谷
町
、
北
中

城
村
、
中
城
村
の
共
同
で
管
理
職
を
対

象
に
研
修
を
実
施
。
今
後
、
3
月
迄

に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
規
定
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
条
例
整
備
等
を
行
う
。�

 

職
員
の
意
識
改
革
や
行
動
変
革
が

も
た
ら
さ
れ
、
組
織
の
活
性
化
に
よ

り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
。

課
題
と
し
て
、
人
事
評
価
の
公
平
性

が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
労
働
意
欲
の

低
下
を
招
く
。
人
事
担
当
職
員
の
抽

出
も
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。�

 

周
知
を
兼
ね
て
７
月
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。
今
後
、
全
職
員
を
対
象

に
再
度
制
度
の
説
明
を
丁
寧
に
行
う
。�　

 

職
員
像
と
し
て
①
幅
広
い
視
点
で

先
進
的
、個
性
的
企
画
を
立
案
、実
施
、

評
価
で
き
る
職
員
。
②
行
政
課
題
に

対
す
る
先
見
性
の
あ
る
意
思
決
定
、

危
機
管
理
が
で
き
る
職
員
。
③
多
様

な
情
報
収
集
と
整
理
、
情
報
の
公
開
、

行
政
の
透
明
性
、
効
率
化
を
高
め
る

情
報
を
活
用
で
き
る
職
員
。
④
住
民

が
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
と
の

意
識
を
持
っ
た
職
員
。
⑤
住
民
に
公

平
、
公
正
、
誠
実
に
対
応
し
、
信
頼

さ
れ
る
職
員
。
⑥
自
ら
の
責
任
で
考

え
、
新
た
に
課
題
に
挑
戦
す
る
職
員
。

　

創
生
法
は
人
口
減
少
の
歯
止

め
、
出
産
や
育
児
の
良
好
な
環
境
づ

く
り
、
地
方
で
の
雇
用
創
出
を
基
本

理
念
に
、「
活
力
あ
る
社
会
」
を
再
構

築
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

本
町
の
取
組
は
。

 

一
括
交
付
金
と
地
方
創
生
交
付
金

の
違
い
は
。

 

本
町
が
描
く
「
地
方
創
生
」
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

 

「
地
方
創
生
」
に
向
け
た
本
町
の

現
状
と
課
題
は
。

 

本
町
が
今
後
独
自
に
取
り
組
む
た

め
の
具
体
策
は
。��

　
企
画
財
政
課
長

��
 

一
括
交
付
金
は
観
光
、
産
業
振
興
、

人
材
育
成
、
教
育
、
福
祉
の
増
進
。

地
方
創
生
交
付
金
は
人
材
育
成
や
雇

用
対
策
、
子
育
て
支
援
な
ど
。

 
 

 

は
関
連
す
る
為
一
括
で
答

弁
す
る
。
町
で
は
嘉
手
納
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
及
び
嘉
手
納
町
総
合
戦
略
の

策
定
中
で
あ
り
、
12
月
よ
り
総
合
戦

略
推
進
会
議
を
発
足
し
、
本
町
の
地

方
創
生
の
方
向
性
や
課
題
、
今
後
独

自
に
取
り
組
む
た
め
の
具
体
策
を
総

合
戦
略
策
定
の
中
で
整
理
を
し
な
が

ら
取
り
決
め
て
い
き
た
い
。��

問
１

嘉
手
納
町
観
光
ガ
イ
ド�
事
業

の
現
状
は

問
３

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
は

問
２

人
事
評
価
制
度
の

　
　
　
　
　
　
対
応
策
は

観光ガイド研修の模様
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照 屋 唯和男

 

平
成
26
年
度
ま
で
の
町
在
住
障
害

者
総
数
及
び
各
障
害
者
の
内
訳
は
。

〜

 

福
祉
課
長

 

障
害
者
数
は
９
２
７
名
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
６
４
４

名
、
療
育
手
帳
が
１
５
４
名
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
が
１
２
９
名
。

 

町
へ
の
支
援
事
業
所
の
増
数
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

 

福
祉
団
体
と
の
懇
談
会
の
中
で

必
要
性
に
つ
い
て
意
見
あ
り
、
近
隣

の
障
害
福
祉
関
係
法
人
と
町
内
で
事

業
所
設
置
に
向
け
た
意
見
交
換
。
地

域
の
社
会
支
援
が
充
実
す
る
よ
う

に
、
障
害
福
祉
関
係
事
業
所
の
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

支
援
事
業
所
の
情
報
提
供
及
び

就
労
支
援
と
し
て
、実
際
、町
が
行
っ

て
い
る
こ
と
は
。

 

福
祉
課
の
窓
口
や
障
害
者
相
談

支
援
事
業
で
配
置
相
談
支
援
専
門
員

を
中
心
に
情
報
提
供
。

 

障
害
者
計
画
の
中
の
地
域
生
活

支
援
事
業
の
拡
大
と
は
。

 

平
成
25
年
４
月
の
障
害
者
総
合

支
援
法
の
施
行
に
伴
い
市
町
村
が
実

施
す
る
地
域
生
活
支
援
事
業
６
つ
の

項
目
と
と
も
に
、
障
害
者
を
支
え
る

皆
さ
ん
を
育
て
る
た
め
の
事
業
が
新

た
に
４
項
目
追
加
。

 
中
部
地
区
障
害
者
就
業
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
と
町
と
の
連
携
は
。

 

就
職
し
た
い
と
要
望
、
相
談
あ

る
場
合
に
障
害
者
の
相
談
支
援
事
業

と
い
う
形
。
町
は
３
事
業
所
に
相
談

事
業
の
委
託
。
相
談
員
を
社
協
の
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
て
ぃ
ん
が
ー

ら
に
１
名　

役
場
内
の
福
祉
課
に
正

職
員
が
１
人
、
嘱
託
員
２
人
。
相
談

員
を
介
し
て
中
部
の
就
労
セ
ン
タ
ー

や
Ｂ
型
の
作
業
所
に
紹
介
。

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
障
害
者
雇
用
と
一

般
業
者
に
体
験
学
習
形
式
を
提
携
し

何
週
間
か
仕
事
を
さ
せ
る
と
い
う
形

の
事
業
で
、
雇
う
ほ
う
も
、
雇
わ
れ

る
ほ
う
も
理
解
し
合
っ
て
安
心
し
た

職
場
、
安
心
し
た
作
業
所
と
な
る
場

の
形
成
を
町
独
自
で
、
障
害
者
対
象

に
町
内
業
者
に
対
し
雇
用
し
て
み
な

い
か
と
か
、
あ
る
い
は
そ
こ
で
働
い

て
み
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
投
げ
か

け
を
。

 

現
在
、
相
談
支
援
事
業
の
中
で

計
画
相
談
と
い
う
形
で
、
障
害
者
の

移
行
を
取
り
入
れ
連
携
を
と
っ
て
い

る
状
況
。

 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
位

置
づ
け
、
入
所
者
数
と
各
障
害
者
の

人
数
、
定
員
は
。

 

事
業
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
実
施
。
利
用
者
の
実
情
に
合
わ
せ

た
創
作
的
活
動
、
生
産
活
動
の
機
会

の
提
供
、
専
門
職
員
を
配
置
し
た
医

療
、
福
祉
等
の
地
域
社
会
基
盤
と
の

連
携
強
化
を
図
る
も
の
。

　

利
用
登
録
数
は
、
平
成
27
年
６
月

末
現
在
で
39
名
。
身
体
障
害
者
が
３

名
、
知
的
障
害
者
が
22
名
、
精
神
障

害
者
が
16
名
。
１
日
の
利
用
定
員
は

35
名
、
平
均
利
用
は
現
在
約
20
名
。

 
地
域
活
動
支
線
セ
ン
タ
ー
の
状

況
で
３
つ
の
障
害
を
１
カ
所
に
居
場

所
と
し
て
、
活
動
が
で
き
る
の
か
。

 

当
事
者
団
体
か
ら
は
利
用
し
づ

ら
い
の
で
機
能
を
分
け
て
ほ
し
い
と

要
望
が
あ
る
。
現
在
、
関
係
者
で
話

し
合
い
、
て
ぃ
ん
が
ー
ら
で
働
く
支

援
員
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
て

い
く
話
が
あ
る
。

 

以
前
行
わ
れ
て
い
た
焼
き
物
陶

芸
、
花
の
苗
栽
培
か
ら
得
て
い
た
収

入
は
、
や
ら
な
く
な
っ
た
理
由
は
今

後
、町
が
支
援
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
。

 

花
苗
の
栽
培
、
販
売
は
台
風
時

の
対
策
も
含
め
年
間
を
通
し
た
花
苗

の
管
理
の
ほ
と
ん
ど
を
指
導
員
で

行
っ
て
お
り
負
担
が
大
き
か
っ
た
た

め
。
販
売
実
績
、年
間
で
約
80
万
円
。

陶
芸
は
、
成
人
式
の
記
念
品
や
町
ま

つ
り
に
お
け
る
テ
ナ
ン
ト
や
県
内
の

作
業
所
が
合
同
で
実
施
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
販
売
し
て
い
た
が
、
１
０
０
円

シ
ョ
ッ
プ
等
が
出
て
き
た
た
め
、
販

売
が
厳
し
く
な
っ
た
た
め
。
販
売
実

績
は
、
過
去
の
資
料
が
な
い
。
今
後

は
活
動
を
実
施
す
る
方
向
性
は
な
い

と
支
援
員
の
回
答
。

 

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
か
ら

年
間
発
注
計
画
書
を
作
成
し
、
毎
年

１
回
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ

て
い
る
が
、嘉
手
納
町
で
の
状
況
は
。

 

今
年
度
中
に
策
定
す
る
。
現
時

点
の
調
達
実
績
は
、
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
が
行
う
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
清
掃
作
業
費
の
実
績
を
県
に

報
告
。

 
基
地
か
ら
の
騒
音
等
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
町
民
の
健
康
被
害
に
つ
い

て
調
査
等
が
必
要
で
は
。

 

町
民
保
険
課
長

　

集
団
検
診
に
お
け
る
聴
力
検
査
を

も
っ
て
航
空
機
騒
音
の
影
響
を
図
る

調
査
手
段
は
、
趣
旨
、
目
的
、
委
託

先
も
含
め
実
施
の
可
能
性
、
調
査
結

果
で
ど
の
程
度
基
地
被
害
に
関
連
づ

け
ら
れ
る
か
等
の
観
点
か
ら
、
現
時

点
で
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え
る
。

 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
議
員
一
人

一
人
に
貸
与
し
て
紙
媒
体
の
資
料
を

完
全
電
子
化
す
る
計
画
か
ら
、
膨
大

な
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で
経
費

コ
ス
ト
削
減
効
果
や
議
会
の
運
営
業

務
の
効
率
化
等
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い

か
。
町
で
は
検
討
し
て
い
く
上
で
、

行
政
側
と
し
て
も
勉
強
会
等
も
行
っ

て
い
く
と
さ
れ
て
い
た
が
結
果
は
。

 

総
務
課
長

　

ま
だ
技
術
的
問
題
が
い
ろ
い
ろ
あ

る
と
思
う
。
議
会
資
料
等
に
つ
い
て

は
今
後
も
紙
媒
体
で
の
提
供
を
考
え

て
い
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
ま
だ
必

要
性
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
１

嘉
手
納
町
障
害
福
祉
計

画
を
問
う

問
2

町
民
健
康
診
断
で
項
目
に
あ

る
聴
力
検
査
の
必
要
性
は

問
3

タ
ブ
レ
ッ
ト
議
会
の
導
入
を
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奥 間 常 明

　

昨
今
の
県
経
済
情
勢
に
お
い

て
、
一
般
家
庭
の
家
計
は
、
決
し
て

楽
と
は
言
え
な
い
。
特
に
沖
縄
県
は

所
得
水
準
が
全
国
一
低
い
。

　

こ
の
様
な
中
で
、
大
事
な
我
が
子

の
た
め
、
修
学
旅
行
費
を
捻
出
す
る

こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
と

思
う
。
特
別
支
援
教
室
在
籍
生
徒
、

要
保
護
・
準
用
保
護
対
象
の
家
庭
に

は
そ
れ
ぞ
れ
国
・
県
・
町
か
ら
補
助

が
あ
る
。

　

そ
こ
で
一
般
家
庭
に
対
し
て
も
町

独
自
の
補
助
を
行
い
、
全
生
徒
に
対

し
て
全
額
補
助
を
提
案
す
る
。

　

教
育
指
導
課
長
課
長

　

本
町
は
、
医
療
費
の
無
料
化
、
給

食
費
の
全
額
補
助
、
教
材
費
の
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
旅
行
費
に
つ
い
て

は
、
意
義
と
必
要
性
を
理
解
い
た
だ

き
自
己
負
担
と
し
た
い
。

　

制
度
開
始
が
昭
和
32
年
と
歴

史
が
古
い
の
で
、
昭
和
63
年
以
降
の

実
績
を
伺
う
。

①
貸
与
総
人
数
、
貸
与
総
額

②
利
用
者
数

③
返
済
状
況

④
返
済
困
難
者
の
有
無

⑤
返
済
免
除
の
有
無

⑥
過
去
に
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
決
定
は

⑦
健
全
運
営
さ
れ
て
い
る
か

　

社
会
教
育
課
長

①
述
べ
１
０
１
６
名
、

３
億
１
２
６
４
万
５
千
円
。

②
昭
和
63
年
か
ら
平
成
９
年
述
べ

２
８
５
名
、
平
成
10
年
か
ら
19
年
ま

で
述
べ
４
０
８
名
、
平
成
20
年
か
ら

28
年
ま
で
述
べ
３
２
３
名
。

③
進
学
な
ど
を
理
由
に
支
払
時
期
を

遅
ら
せ
る
、
支
払
額
の
減
額
を
す
る

な
ど
の
償
還
の
猶
予
を
希
望
さ
れ
る

方
が
多
い
。
３
分
の
２
の
金
額
が
回

収
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

④
複
数
件
の
相
談
が
あ
る
。

⑤
償
還
の
免
除
規
定
が
あ
る
。

⑥
平
成
24
年
度
か
ら
５
千
円
の
増

額
、
平
成
26
年
度
は
国
内
外
の
教
育

機
関
進
学
で
も
対
象
検
討
の
改
定
を

行
っ
た
。

⑦
昭
和
63
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま

で
、
年
間
の
奨
学
金
は
返
済
さ
れ
る

額
よ
り
貸
与
額
が
多
い
状
況
が
続
い

て
お
り
、
現
状
と
し
て
は
厳
し
い
運

営
状
況
に
な
る
。

　

貸
与
で
は
な
く
給
付
型
に
関

す
る
検
討
は
こ
れ
ま
で
に
あ
っ
た

か
。　

社
会
教
育
課
長

　

現
在
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

県
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関

す
る
第
４
回
検
討
委
員
会
が
提
言
書

を
取
り
ま
と
め
、
知
事
に
手
渡
す
。

　

嘉
手
納
町
も
例
外
で
は
な
く
、
そ

の
対
策
は
急
務
で
あ
る
。

　

内
容
・
問
題
点
・
町
独
自
の
施

策
・
関
係
機
関
、
団
体
、
個
人
な
ど

か
ら
の
要
望
や
提
言
な
ど
に
つ
い
て

伺
う
。

　

子
ど
も
家
庭
課
長

　

子
ど
も
の
貧
困
を
自
己
責
任
で
は

な
く
、
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
。
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち

切
る
た
め
に
、
高
校
・
大
学
卒
業
を

果
た
せ
る
た
め
の
支
援
を
行
う
こ
と

を
視
点
に
教
育
・
生
活
・
保
護
者
へ

の
就
労
経
済
的
各
種
支
援
と
町
独
自

の
施
策
と
し
て
医
療
費
無
料
化
、
給

食
費
無
料
化
、
小
口
資
金
貸
付
、
学

童
保
育
料
の
半
額
免
除
、
２
人
目
以

降
の
保
育
料
負
担
軽
減
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　

高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
む

中
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
中
心
と
し

た
生
産
・
創
作
活
動
、
集
会
、
研
修
、

趣
味
、
休
養
な
ど
の
多
目
的
な
利
用

が
可
能
な
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に

よ
り
、
高
齢
者
の
自
主
的
活
動
の
助

成
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
是

非
必
要
と
考
え
る
が
。

　

福
祉
課
長

　

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。
ま

た
今
後
、
高
齢
者
の
活
動
が
活
発
に

な
り
施
設
が
飽
和
状
態
に
な
っ
た
時

点
で
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る
。

問
１

嘉
手
納
中
学
校
修
学
旅
行

費
の
全
額
補
助
を

問
４

高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
建
設
を

問
２

奨
学
金
制
度
を
問
う

問
３

町
の
貧
困
支
援
策
は

子育て中の一人親家庭の優先入居は？

楽しく囲碁対局をする高齢者の皆さん 将棋愛好者の皆さんからは、羨ましがる声が
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知 念  　隆

　

兼
久
海
浜
公
園
は
「
野
國
總

官
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
、
マ
ラ
ソ
ン

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
町
民
の
運
動

や
遊
び
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
。
以
前
は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
の

遊
具
が
あ
り
子
供
た
ち
が
楽
し
く
遊

べ
る
場
所
で
あ
っ
た
が
現
在
は
遊
具

が
一
つ
も
な
い
。
町
民
が
も
っ
と
楽

し
め
る
公
園
に
し
て
欲
し
い
と
の
思

い
か
ら
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
進
捗
状
況
は

 

多
目
的
広
場
の
利
用
状
況
は
。

 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
す
る
町
民
の
た
め
に
外
灯
の
点
灯

時
間
を
午
後
11
時
ま
で
延
長
で
き
な

い
か
。

　

都
市
建
設
課
長

 

平
成
26
年
度
よ
り
一
括
交
付
金

を
活
用
し
事
業
計
画
書
策
定
業
務
を

行
い
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
る
。

平
成
27
年
度
は
基
本
計
画
書
策
定
業

務
を
行
っ
て
い
る
。
進
捗
に
つ
い
て

は
施
設
整
備
計
画
素
案
の
作
成
を
行

い
、
今
年
度
中
に
基
本
計
画
を
策
定

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

 

平
成
26
年
度
は
９
件
の
使
用
申

請
が
あ
り
、
内
訳
は
町
内
利
用
者
が

８
件
、
町
外
利
用
者
は
１
件
。

 

体
育
施
設
の
利
用
時
間
及
び
駐

車
場
の
施
錠
時
刻
の
午
後
10
時
に
合

わ
せ
て
外
灯
の
点
灯
時
間
も
同
様
に

設
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
兼
久
海
浜

公
園
の
み
点
灯
時
間
を
延
長
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

読
谷
村
の
火
葬
場
は
築
50
年

以
上
経
過
し
て
お
り
老
朽
化
が
著
し

い
た
め
新
た
な
火
葬
場
を
建
設
中
で

あ
る
。
こ
の
際
、
町
民
の
使
用
料
も

軽
減
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
は
ど

う
か
と
思
う
。
次
の
点
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

 

現
在
、
読
谷
村
と
の
協
議
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

 

町
民
の
使
用
料
を
軽
減
す
る
た

め
町
と
し
て
負
担
金
等
を
出
す
考
え

は
な
い
か
。

 

嘉
手
納
町
葬
斎
場
を
読
谷
村
民

が
使
用
す
る
場
合
、
使
用
料
を
軽
減

し
て
は
ど
う
か
。

　

産
業
環
境
課
長

 
火
葬
場
建
設
の
経
過
に
お
い
て

は
嘉
手
納
町
の
将
来
人
口
及
び
死
亡

率
を
含
め
て
火
葬
炉
の
基
数
決
定
に

反
映
し
て
い
る
。
嘉
手
納
町
と
の
協

議
時
期
に
つ
い
て
は
平
成
28
年
３
月

ご
ろ
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

 

負
担
金
等
を
出
す
か
に
つ
い
て

は
現
在
、
考
え
て
い
な
い
。

 

読
谷
村
か
ら
要
請
は
な
く
、
現

在
考
え
て
い
な
い
が
協
議
を
行
う

際
、
議
会
の
中
で
要
望
が
あ
っ
た
こ

と
は
伝
え
て
い
き
た
い
。

　

町
面
積
の
多
く
を
基
地
に
占

有
さ
れ
利
用
で
き
る
土
地
の
少
な
い

本
町
に
お
い
て
、
土
地
の
有
効
利
用

は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
特

に
農
地
に
お
い
て
は
黙
認
耕
作
地
な

ど
限
ら
れ
た
農
地
し
か
な
く
、
町
民

が
農
業
に
関
わ
る
こ
と
は
困
難
な
状

況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
町
民
農
園
が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

読
谷
村
で
は
平
成
26
年
度
か
ら
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
農
園
と
し
て
70
区
画
が

整
備
さ
れ
、
す
べ
て
村
民
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
北
谷
町
で
も
町
民

農
園
を
整
備
中
で
１
２
８
区
画
が
で

き
て
い
る
。
趣
味
を
生
か
せ
る
農
園

が
で
き
れ
ば
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な

り
健
康
維
持
に
も
大
い
に
役
立
つ
も

の
と
期
待
さ
れ
る
。
次
の
点
を
伺
い

た
い
。

 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
に
つ

い
て
。
農
園
を
希
望
し
て
い
る
町
民

の
人
数
と
利
用
可
能
な
場
所
は
何
ヵ

所
あ
る
か
。

 
農
園
希
望
者
が
多
い
場
合
、
足

り
な
い
分
を
読
谷
村
の
土
地
も
利
用

で
き
る
よ
う
読
谷
村
に
要
請
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　

産
業
環
境
課
長

 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
農
園
希

望
者
に
つ
い
て
は
、「
ぜ
ひ
利
用
し

た
い
・
機
会
が
あ
れ
ば
利
用
し
た
い
」

を
合
わ
せ
て
３
６
０
世
帯
と
な
っ
て

い
る
。
利
用
可
能
な
土
地
は
東
区
に

あ
る
防
衛
局
の
買
い
上
げ
用
地
を
予

定
し
て
お
り
、
現
在
68
筆
、
総
面
積

は
１
万
７
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。

 

現
在
、
読
谷
村
の
土
地
利
用
に

つ
い
て
要
請
す
る
考
え
は
な
い
。

問
２

新
し
い
火
葬
場
の
使
用
に
つ

い
て
読
谷
村
と
の
協
議
は

問
３

町
民
農
園
の
計
画
は

問
１

兼
久
海
浜
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
計
画
の
進
捗
状
況
は

リニューアルが計画されている兼久海浜公園

北谷町の町民農園（砂辺地区）
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安 森 盛 雄

　

奨
学
入
学
準
備
金
は
、
町
民

が
待
ち
望
ん
で
い
る
も
の
だ
と
認
識

し
て
い
る
が
宜
野
湾
市
の
よ
う
に
前

期
・
後
期
と
わ
か
れ
て
申
し
込
み
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
現
在

の
進
捗
を
伺
い
た
い
。

　

社
会
教
育
課
長

　

平
成

２８
年
度
に
向
け
、
整
理
検
討

中
。

　

安
森
議
員
の
質
問
に
平
成
２７
年
度

に
て
検
討
し
て
い
く
と
答
弁
し
た
が

制
度
を
導
入
し
て
い
る
市
町
村
よ
り

手
続
き
の
方
法
、
動
向
な
ど
資
料
収

集
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

少
人
数
か
ら
は
じ
め
る
こ
と

が
出
来
な
い
か
。

　

社
会
教
育
課
長

　

仮
に
宜
野
湾
市
の
よ
う
に
30
万
円

か
ら
50
万
円
と
い
う
場
合
、
10
名
の

申
請
を
し
た
場
合
は
、
３
０
０
万
円

か
ら
５
０
０
万
円
程
度
の
算
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
。
こ
と
か
ら
、
ど
の

様
な
制
度
設
計
が
出
来
る
の
か
継
続

し
て
検
討
し
て
い
く
。

　

今
の
答
弁
は
前
向
き
に
検
討

す
る
と
い
う
こ
と
で
理
解
し
て
い
い

の
か
。

　

社
会
教
育
課
長

　

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

奨
学
入
学
準
備
金
の
必
要
性

に
つ
い
て
教
育
長
の
見
解
は
。

　

教
育
長

　

必
要
だ
と
考
え
る
。

　

調
査
研
究
な
ど
で
不
足
が
あ
る
の

で
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

　

終
了
す
る
指
定
管
理
施
設
は

今
後
何
箇
所
あ
る
か
。

　

総
務
課
長

　

平
成
28
年
度
に
終
了
す
る
施
設
は

３
施
設
。（
嘉
手
納
町
学
習
等
施
設

屋
良
地
区
体
育
館
・
嘉
手
納
児
童
館
、

嘉
手
納
町
屋
良
東
部
地
区
地
域
振
興

施
設
い
わ
ゆ
る
道
の
駅
）

　

平
成
29
年
度
は
嘉
手
納
町
情
報
通

信
産
業
セ
ン
タ
ー
。

　

平
成
30
年
に
は
24
施
設
で
あ
る
。

　

今
後
も
町
外
か
ら
の
募
集
を

予
定
し
て
い
る
の
か
。

　

総
務
課
長

　

町
内
優
先
を
基
本
と
し
て
町
内
に

事
務
所
又
は
、
事
業
所
を
有
し
て
い

る
法
人
、
そ
の
他
の
団
体
。
専
門
的

知
識
を
有
す
る
施
設
、
嘉
手
納
町
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
及
び
嘉
手
納
町
営

住
宅
に
つ
い
て
は
そ
の
限
り
で
は

な
い
。

　

道
の
駅
の
指
定
管
理
に
関
し
、

町
外
が
応
募
し
た
場
合
、
今
ま
で
の

テ
ナ
ン
ト
業
者
は
ど
の
様
に
な
る

の
か
。

　

総
務
課
長

　

テ
ナ
ン
ト
業
者
に
つ
い
て
は
町
内

優
先
の
方
針
で
あ
る
た
め
対
応
し
て

い
く
。

　

以
前
は
、
国
機
関
施
設
前
で

弁
当
販
売
を
行
な
っ
て
い
た
が
現
在

は
な
ぜ
、配
売
し
な
く
な
っ
た
の
か
。

　

産
業
環
境
課
長

　

以
前
は
予
想
し
た
と
お
り
の
売
り

上
げ
が
見
込
め
ず
注
文
配
達
の
ほ
う

が
売
れ
残
り
リ
ス
ク
が
少
な
い
と
の

判
断
で
電
話
で
の
受
付
と
な
っ
て

い
る
。

　

今
後
施
設
前
で
の
販
売
は
可

能
か
。

　

産
業
環
境
課
長

　

業
者
か
ら
の
要
望
等
が
あ
れ
ば
、

商
工
会
と
調
整
の
上
検
討
し
た
い
。

　

都
市
建
設
課
長

　
現
状
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

現
在
の
信
号
機
は
、
国
道
５８
号
の

車
両
交
通
量
が
多
い
た
め
、
定
周
期

式
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
て
、
渋
滞

解
消
の
対
応
策
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
歩
車
分
離
式
の
信
号
機
に
設
定

す
る
と
交
通
渋
滞
が
予
測
さ
れ
、
現

時
点
で
は
、
重
大
な
歩
行
者
へ
の
危

険
性
や
渋
滞
が
見
受
け
ら
れ
な
い
た

め
、
担
当
課
と
し
て
は
、
今
後
、
現

状
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

私
も
先
だ
っ
て
、
警
察
の
ほ

う
に
は
確
認
を
し
、
警
察
も
こ
の
横

断
歩
道
に
関
し
て
は
危
険
を
認
識
し

て
い
る
と
の
話
で
あ
っ
た
が
、
行
政

に
話
す
こ
と
と
、
私
に
話
す
内
容
が

変
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
。

　

都
市
建
設
課
長

　

嘉
手
納
署
と
の
協
議
に
よ
り
現
時

点
で
は
重
大
な
歩
行
者
へ
の
危
険
性

や
渋
滞
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
確
認
を
し
た
が
再
度
嘉

手
納
署
に
内
容
確
認
を
し
て
い
き
た

い
。

問
１

奨
学
入
学
準
備
金
の

　
　
　
　
検
討
状
況
は

問
３

国
の
機
関
施
設
に
て
町
内
の

弁
当
販
売
が
出
来
な
い
か

問
２

指
定
管
理
施
設
の
終
了
す

る
施
設
を
問
う

問
４

ロ
ー
タ
リ
ー
線
か
ら
国
道
58

号
の
歩
行
者
信
号
を
歩
車
分

離
式
に
出
来
な
い
か

国道 58 号の横断歩道
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田 崎 博 美
 

植
物
防
疫
法
に
よ
り
有
害
動
物

指
定
を
受
け
て
い
る
軟
体
動
物
が
学

校
周
辺
に
生
息
し
て
い
る
可
能
性

は
。

 

駆
除
や
防
除
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
か
。

　

産
業
環
境
課
長

��
 

 

植
物
防
疫
法
に
て
、
有
害
動

植
物
は
55
種
類
が
指
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
同
法
に
お
い
て
、
検
疫

有
害
動
植
物
と
し
て
、
昆
虫
・
ダ
ニ

な
ど
の
節
足
動
物
、
線
虫
、
無
脊
椎

動
物
に
該
当
す
る
と
定
義
さ
れ
、
ア

フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
考
え
ら
れ
る
。

　

駆
除
や
防
除
方
法
と
し
て
は
、
当

町
で
は
、
農
薬
購
入
補
助
金
を
活
用

し
、
県
か
ら
支
給
さ
れ
る
駆
除
剤
な

ど
を
農
家
な
ど
に
提
供
し
、
安
全
・

安
心
を
図
っ
て
い
る
。

 

校
庭
や
公
園
な
ど
に
有
害
植
物

は
自
生
し
て
い
な
い
か
。

　
教
育
総
務
課
長

 

学
校
施
設
を
管
理
す
る
上
で
の

有
害
植
物
は
、
植
物
防
疫
法
に
規
定

さ
れ
て
い
る
有
害
植
物
で
は
な
く
、

有
毒
植
物
及
び
ト
ゲ
な
ど
に
よ
り
身

体
に
危
険
を
及
ぼ
す
植
物
と
認
識
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
植
物
の
自
生
に

つ
い
て
は
小
中
学
校
・
幼
稚
園
敷
地

内
に
有
毒
植
物
の
タ
マ
ス
ダ
レ
及
び

ク
ワ
ズ
イ
モ
を
確
認
し
て
い
る
が
、

現
状
で
は
児
童
生
徒
に
直
接
被
害
が

及
ぶ
可
能
性
は
ほ
ぼ
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
の
担
当
職
員

が
各
学
校
を
巡
回
す
る
際
、
子
ど
も

た
ち
に
危
険
を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
る

植
物
を
発
見
し
た
際
は
、
そ
の
場
で

抜
き
取
る
な
ど
の
処
置
を
行
っ
て
い

る
。
ホ
シ
ア
ザ
ミ
な
ど
の
自
生
に
つ

い
て
も
、
専
門
業
者
な
ど
を
通
し
て

情
報
を
収
集
し
、
現
場
調
査
な
ど
を

含
め
学
校
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
。

　
都
市
建
設
課
長

 

町
内
の
公
園
な
ど
に
つ
い
て
有

毒
植
物
は
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
や
タ
マ

ス
ダ
レ
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
。
現
状

で
は
利
用
者
に
直
接
被
害
が
及
ぶ
可

能
性
は
ほ
ぼ
な
い
と
考
え
て
い
る

が
、
今
後
、
利
用
者
へ
の
注
意
喚
起

の
看
板
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
管

理
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
今
後
有
害
植
物
が
自
生

す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
専
門
家

か
ら
情
報
収
集
を
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

 

児
童
生
徒
に
環
境
美
化
と
安
全
対

策
指
導
は
十
分
と
ら
れ
て
い
る
か
。

　
教
育
指
導
課
長

 

環
境
美
化
に
つ
い
て
は
、
学
校

生
活
の
中
で
朝
・
昼
・
午
後
の
清
掃

な
ど
が
あ
り
、
先
生
と
児
童
が
一
緒

に
な
っ
て
美
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
際
、
作
業
後
の
手
洗
い
を

奨
励
し
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
に
触
れ
、
寄
生

虫
が
手
に
つ
き
手
か
ら
体
内
に
入
る

と
、
髄
膜
脳
炎
を
発
症
し
、
激
し
い

頭
痛
、
麻
痺
な
ど
を
起
こ
し
、
最
悪

の
場
合
死
に
至
る
こ
と
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
児
童
生
徒
へ
の
安
全
対
策
指

導
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
の

危
険
性
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
各
学

級
に
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
り
注
意
を

促
し
て
い
る
。

 

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
整
備
事
業
予

算
１
９
７
１
万
円
余
の
工
事
内
容

は
。

　
都
市
建
設
課
長

　

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
景
観
整
備
の
箇

所
は
３
ヶ
所
あ
る
。
①
県
道
74
号
線

沿
い
、
比
嘉
テ
ン
ト
工
業
横
の
三
角

公
園
②
国
道
58
号
沿
い
、
旧
中
央
公

民
館
民
俗
資
料
室
前
の
遊
歩
道
、
花

壇
③
県
道
74
号
線
沿
い
、
東
駐
車
場

花
壇
で
あ
る
。
平
成
26
年
度
に
一
括

交
付
金
を
活
用
し
整
備
を
行
っ
て
い

る
。工
事
の
内
容
と
し
て
整
地
工
事
、

石
張
り
工
事
、
植
栽
工
事
、
土
壌
の

整
地
な
ど
で
あ
る
。

 

施
工
３
ヶ
所
の
植
栽
の
苗
木
名

と
本
数
及
び
単
価
に
つ
い
て
伺
う
。

 

都
市
建
設
課
長

　

三
角
公
園
（
77
平
方
メ
ー
ト

ル
）
に
は
ブ
ッ
ソ
ウ
ゲ
25
本
（
単

価
５
６
５
円
）、
コ
バ
ノ
サ
ン
ダ
ン

カ
66
本
（
単
価
７
７
０
円
）
を
植

栽
、
旧
中
央
公
民
館
前
（
１
２
０
平

方
メ
ー
ト
ル
）
の
花
壇
に
は
コ
バ

ノ
サ
ン
ダ
ン
カ
４
９
５
本
（
単
価

７
７
０
円
）、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ

１
本
10
万
円
、
東
駐
車
場
に
は
、
コ

バ
ノ
サ
ン
ダ
ン
カ
２
３
１
６
本
（
単

価
７
７
０
円
）、
タ
マ
ス
ダ
レ
一
苗

あ
た
り
１
９
０
円
で
６
２
３
０
本
を

植
栽
し
て
い
る
。

 

施
工
業
者
と
花
卉
苗
木
生
産
業

者
は
。

 

都
市
建
設
課
長

　

請
負
施
工
業
者
は
町
内
業
者
で
あ

る
。
花
卉
種
苗
、
苗
木
、
生
産
業
者

名
は
、
ブ
ッ
ソ
ウ
ゲ
・
コ
バ
ノ
サ
ン

ダ
ン
カ
が
今
帰
仁
村
の
業
者
、
タ
マ

ス
ダ
レ
が
今
帰
仁
村
と
中
城
村
の
業

者
で
あ
る
。
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
に

つ
い
て
は
受
注
者
の
圃
場
か
ら
調
達

し
て
い
る
。

問
１

有
害
動
植
物
の
防
除
対
策
は

問
２

一
括
交
付
金
に
よ
る
景
観

整
備
事
業
を
問
う

旧中央公民館民族資料前遊歩道東駐車場花壇
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福 地  　勉
  

州
軍
部
隊
の
配
備
、
阻
止
、
中

断
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
問
う

  

基
地
渉
外
課
長

三
連
協
で
抗
議
要
請

　

外
来
機
の
飛
来
及
び
暫
定
配
備
は

騒
音
の
激
化
、
事
故
の
発
生
な
ど
、

住
民
の
基
地
負
担
の
増
加
に
つ
な
が

る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
本
町

独
自
の
活
動
や
三
連
協
に
よ
る
抗
議

要
請
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

  

特
殊
作
戦
軍
Ｍ
Ｃ
１
３
０
関
連

施
設
の
建
設
情
報
収
集
状
況
は

  

基
地
渉
外
課
長

空
軍
か
ら
答
は
無
い

　

防
衛
局
は
「
空
軍
か
ら
ま
だ
情
報

を
得
て
お
ら
ず
、
情
報
が
得
ら
れ

次
第
、
速
や
か
に
提
供
す
る
」
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。
こ
の
件
に
関
し
て

は
、
引
き
続
き
情
報
収
集
を
図
っ
て

い
く
。

  

基
地
排
気
ガ
ス
の
地
域
、
季
節
、

条
件
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

  

基
地
渉
外
課
長

苦
情
は
基
地
被
害
苦
情
・
１
１
０
番

へ
　

平
成
18
年
度
に
３
０
０
世
帯
を
対

象
に
、
基
地
被
害
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
し
た
。
航
空
機
の
排
ガ
ス
は
、

西
浜
区
を
除
く
各
区
で
被
害
を
受
け

た
と
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
今
年
度

実
施
し
て
い
る
悪
臭
防
止
法
に
基
づ

く
、
規
制
地
域
の
指
定
に
か
か
る
調

査
の
際
に
、
米
軍
基
地
に
関
す
る
聞

き
取
り
調
査
を
実
施
。
調
査
件
数
は

町
内
６
行
政
区
で
65
件
と
な
っ
て
お

り
、
東
区
13
件
、
中
央
区
11
件
、
北

区
９
件
、
南
区
７
件
、
西
区
９
件
、

西
浜
区
16
件
。

　

苦
情
収
集
は
苦
情
１
１
０
番
を
充

実
さ
せ
て
い
く
。

　

悪
臭
調
査
依
頼
は
国
、
県
に
行
っ

て
い
く
。

  

我
が
町
の
夜
間
騒
音
（
Ｌ
‐
ｎ

ｉ
ｇ
h
ｔ
）
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
基
準
で
の

判
断
を
問
う

  

防
音
工
事
を
視
野
に
入
れ
考
慮

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
基
準
で
は
、
嘉
手
納
地

区
及
び
兼
久
地
区
で
健
康
へ
の
影
響

が
認
め
ら
れ
、
多
く
の
住
民
は
騒
音

に
適
用
す
る
た
め
に
生
活
を
変
え
な

け
れ
ば
い
け
な
く
な
る
。
ま
た
子
ど

も
や
高
齢
者
で
は
、
よ
り
重
要
な
影

響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
屋
良
地

区
は
危
険
な
状
態
で
あ
り
、
高
頻
度

で
健
康
影
響
が
生
じ
、
相
当
数
の
住

民
が
高
度
の
不
快
感
を
訴
え
、
睡
眠

障
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
。

　

Ｌ
・
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
は
屋
外
に
お
け

る
年
間
平
均
夜
間
騒
音
レ
ベ
ル
で
あ

り
、
本
町
で
実
施
さ
れ
て
い
る
防
音

工
事
の
計
画
防
音
量
が
25
デ
シ
ベ
ル

以
上
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寝

室
な
ど
の
屋
内
で
の
騒
音
に
つ
い

て
、
防
音
工
事
に
よ
る
騒
音
の
軽
減

に
つ
い
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

  

図
書
購
入
費
減
の
影
響
は

①　

関
係
者
の
意
見
は

②　

削
減
の
判
断
は

③　

図
書
購
入
決
定
の
仕
組
み
は

④　

町
民
に
購
入
希
望
を
聞
い
て

⑤　

雑
誌
へ
の
対
応
を
聞
く

⑥　

現
場
調
整
で
補
正
は
可
能
か

  

中
央
公
民
館
長

①　

蔵
書
が
増
え
た
の
で
削
減

②　

蔵
書
数
と
広
さ
の
関
係
で
判
断

③　

図
書
館
司
書
が
判
断
す
る

④　

要
望
を
聞
い
て
考
慮
し
て
い
る

⑤　

雑
誌
購
入
予
算
減
ら
し
て
な
い

⑥　

協
議
会
を
中
心
に
購
入
を
計
画

し
＋
α
で
予
算
要
望
と
な
る

  

図
書
館
の
運
営
状
況
は

①　

町
内
外
の
利
用
者
数
は

②　

一
般
と
学
生
の
利
用
比
率
は

③　

貸
出
数
の
未
返
却
の
説
明
を

④　

現
在
の
土
足
解
禁
で
の
利
用
者

の
伸
び
は

⑤　

正
職
、嘱
託
、司
書
数
等
ス
タ
ッ

フ
の
状
況
を

  

中
央
公
民
館
長

①　

26
年
度
町
内
９
１
８
３
名
、
町

外
６
２
８
７
名

②　

学
生
は
一
般
の
50
％

③　

26
年
度
未
返
却
は
78
冊

④　

増
加
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

⑤　

正
職
で
司
書
資
格
者
は
い
な
い

正
職
員
一
人
、
嘱
託
３
人
、
司

書
数
臨
時
含
め
て
３
人
、
臨
時

２
名
。

  

總
管
の
偉
業
は
「
芋
大
主
」
よ

り
「
命
の
大
主
」
と
し
て
産
物
よ
り

人
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を

  

産
業
環
境
課
長

更
な
る
浸
透
を
図
り
た
い

　

こ
れ
ま
で
副
読
本
、
記
念
誌
等
で

人
物
像
は
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
マ

ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
ま

だ
十
分
に
県
内
外
に
浸
透
し
て
い
る

と
は
い
え
な
い
、
効
果
的
な
方
法
を

模
索
し
発
信
を
図
る
考
え
。

  

ま
つ
り
で
總
管
の
偉
功
の
充
実

を
提
案
す
る

①　

教
育
現
場
で
總
管
の
偉
業
を
伝

え
よ

②　

町
民
を
巻
き
込
ん
で
芋
鉢
植
え

な
ど
の
品
評
会
の
イ
ベ
ン
ト
は

③　

愚
直
に
野
國
總
管
に
こ
だ
わ
っ

た
イ
ベ
ン
ト
実
施
を

④　

笑
い
や
、
歌
を
取
り
入
れ
た
新

た
な
總
管
劇
の
創
作
を
図
れ

  

教
育
指
導
・
産
業
環
境
課
長

①　

小
３
年
生
〜
５
年
生
で
總
管
の

副
読
本
を
活
用
、
中
２
で
授
業

で
触
れ
る
程
度
、
学
習
計
画
で

ま
つ
り
と
関
連
も
可
。

②　

イ
モ
は
季
節
的
な
収
穫
時
期
の

問
題
も
あ
る
が
、
検
討
の
余
地

は
あ
る
。

③　

各
イ
ベ
ン
ト
へ
の
名
称
付
け
は

企
画
運
営
部
会
に
委
ね
る
。

④　

演
劇
は
ま
つ
り
で
の
取
り
組
み

は
困
難
で
あ
り
、
別
の
事
業
で

取
組
む
必
要
が
あ
る
。

問
１

基
地
被
害
除
去
の
具
体
策
は

問
３

野
國
總
管
に
つ
い
て
問
う

問
２

町
立
図
書
館
の
状
況
を
聞
く
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金 城 利 幸

年度 総売上：千円 町契約：千円 人件費：千円 人：％ 雇用 剰余金 配当金

H06〜15 1,443,000 1,318,000 1,110,000 77 546 84,710

H16〜25 3,017,585 2,572,236 1,954,535 65 1,007 84,348

累計 4,460,585 3,890,236 3,064,535 69 1,553 169,058 12,224

H26 369,957 321,170 238,768 65 116 4,584 1,510

累計 4,830,542 4,211,406 3,303,303 68 1,669 173,642 13,734

　26年現在累積実績　剰余金：173,642千円（3.6％）　配当金：13,734千円（0.3％）
　　　出資金　　町　1,200万円（30％）　　一般　2,800万円（70％＝42名）

　

か
で
な
振
興
㈱
は
、
町
が
関

わ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
設
立
さ

れ
て
か
ら
既
に
21
年
が
経
過
し
た
。

 

こ
れ
ま
で
関
係
者
に
よ
る
努
力
と

実
績
を
重
ね
て
、
大
き
く
成
長
し
、

売
上
、
利
益
、
雇
用
と
も
安
定
し
た

会
社
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
一
度
振
り
返
り
、
か
で
な

振
興
㈱
の
累
積
余
剰
金
の
適
正
な
活

用
と
透
明
性
に
つ
い
て
納
税
者
で
あ

る
町
民
の
目
線
か
ら
伺
い
、
再
度
の

提
言
を
し
た
い
。（
平
成
15
年
か
ら

今
回
で
５
回
目
と
な
る
）

 

平
成
26
年
の
実
績
と
平
成
６
年

か
ら
26
年
ま
で
の
実
績
累
積
は
。
①

総
売
上
額　

②
町
契
約
額　

③
人
件

費　

④
人
件
費
率　

⑤
雇
用
者
数　

⑥
余
剰
金　

⑦
配
当
金

 

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題

　

産
業
環
境
課
長

　

設
立
か
ら
21
年
間
で
延
べ

１
６
６
９
名
の
雇
用
実
績
・

１
億
７
千
３
百
万
円
の
剰
余
金

 

別
表
の
と
お
り

　

 

成
果
と
し
て
会
社
設
立
以
前
は　

約
９
千
万
円
の
業
務
費
用
が
町
外
発

注
だ
っ
た
。
以
来
21
年
間
で
町
の
事

業
も
増
え
て
約
３
億
２
千
万
円
が
町

に
滞
留
し
て
、
町
民
の
雇
用
人
数
も

社
員
、
パ
ー
ト
含
め
て
１
１
６
人
と

な
っ
た
。

　

課
題
と
し
て
は
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
で
業
務
管
理
と
施
設
の
効

率
的
運
営
の
効
果
へ
の
取
り
組
み
。

　

か
で
な
振
興
㈱
運
営
関
係
者

へ
の
ご
努
力
に
は
敬
意
を
表
し
つ

つ
、
今
回
も
、
累
積
剰
余
金
の
活
用

に
つ
い
て
提
言
し
た
い
。
町
も
30
％

の
株
主
で
あ
る
こ
と
か
ら
當
山
町
長

も
町
民
を
代
表
し
て
積
極
的
な
提
言

を
。

 

事
業
・
雇
用
拡
大
の
為
の
費
用

 

社
員
の
給
与
・
福
利
厚
生
へ
の

還
元
（
臨
時
措
置
対
応
も
含
む
）

 

總
官
ま
つ
り
・
こ
い
の
ぼ
り
フ
ェ

ス
タ
な
ど
へ
の
支
援
、
道
の
駅
活
性

化
事
業
・
観
光
ガ
イ
ド
事
業
な
ど
へ

の
支
援

　

町
長

　

町
も
一
株
主
と
し
て
自
主
事
業
の

拡
大
や
社
員
の
給
与
・
福
利
厚
生
へ

の
還
元
等
ご
指
摘
の
案
を
提
言
し
た
い

　

繰
越
利
益
剰
余
金
の
適
正
な
運
用

と
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、
町
も
一

株
主
と
し
て
し
っ
か
り
報
告
し
提
言

し
た
い
。

　

中
で
も
社
員
の
給
与
や
福
利
厚
生

の
還
元
に
つ
い
て
は
、
会
社
の
経
営

状
況
や
役
員
の
判
断
も
あ
る
事
か
ら

そ
の
他
の
提
案
項
目
も
含
め
て
、
か

で
な
振
興
㈱
に
伝
え
報
告
し
た
い
。

　

平
成
25
年
12
月
に
続
く
提
言

と
な
る
が
、
役
場
側
か
ら
防
衛
局
に

入
る
三
角
緑
地
帯
と
ロ
ー
タ
リ
ー
三

差
路
交
差
点
緑
地
帯
は
す
で
に
剪
定

調
整
が
施
さ
れ
、
快
適
な
景
観
が
保

持
さ
れ
て
い
る
。
行
政
当
局
の
素
早

い
対
応
に
感
謝
し
た
い
。

　

一
方
で
道
の
駅
か
ら
ロ
ー
タ
リ
ー

迄
の
県
道
、
水
釜
か
ら
砂
辺
方
面
の

国
道
は
、
予
算
の
問
題
と
は
い
え
観

光
客
は
じ
め
地
元
通
行
者
の
目
に
も

無
残
な
状
態
。
米
軍
基
地
内
の
行
き

届
い
た
緑
化
整
備
と
基
地
の
外
の
荒

れ
た
雑
草
環
境
、
こ
の
違
い
は
？　
　

　
「
観
光
立
県
を
唱
え
る
沖
縄
県
」

一
括
交
付
金
の
活
用
を
含
め
県
内
の

首
長
が
一
体
と
な
っ
て
、
実
現
ま
で

何
度
で
も
行
動
を
続
け
て
ほ
し
い
。

　

町
長

　

観
光
を
前
面
に
取
り
組
み
、
緑
化

が
実
践
さ
れ
て
い
る
地
域
や
外
国
の

実
例
が
あ
る
。
こ
れ
を
基
に
国
、
県

や
首
長
会
、
懇
話
会
な
ど
で
強
力
に

要
請
し
訴
え
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
「
水
釜
の
食
品
加

工
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
度
の
低
さ
か

ら
用
途
変
更
や
別
の
利
活
用
に
つ
い

て
、
町
民
や
議
会
議
員
か
ら
の
提
言

も
あ
っ
た
が
、
長
期
に
わ
た
り
対
策

が
放
置
さ
れ
て
い
る
。
私
の
一
般
質

問
で
の
提
起
か
ら
で
も
早
２
年
と
３

カ
月
が
経
過
し
て
い
る
。
再
度
提
言

す
る
。
①
町
民
住
宅
と
し
て
活
用
②

西
区
・
西
浜
区
・
近
隣
自
治
会
の
活

用
③
町
内
の
事
業
者
、
団
体
、
個
人

へ
の
賃
貸
か
売
買
。
④
活
用
案
の
公

募
な
ど
。

　

問
題
の
先
送
り
で
次
世
代
に
荷
物

を
残
し
て
は
な
ら
な
い
。
責
任
あ
る

積
極
的
な
解
決
策
を
図
れ
。

　

産
業
環
境
課
長

　
用
途
変
更
の
場
合
で
も
金
を
か
け

ず
、
現
状
の
ま
ま
の
使
用
が
良
い
と

考
え
る
。

　

町
長

　

提
案
の
件
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

考
え
る
が
、
有
効
な
活
用
の
方
法
は

進
め
た
い
。
指
摘
か
ら
か
な
り
時
間

が
経
過
し
て
い
る
の
で
早
急
に
方
策

を
見
つ
け
た
い
。

問
２

国
道・県
道・市
町
村
道
の

植
栽
管
理
一
元
化
で
観
光

景
観
形
成
を

問
３

「
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー
用
途

変
更
問
題
解
決
」を
次
世
代

に
残
す
な

問
１

か
で
な
振
興
㈱
の
累
積
剰
余

金
は
雇
用・給
与・福
利
へ
積

極
活
用
を
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石 嶺 邦 雄

　

自
転
車
は
通
勤
・
通
学
・
買
い

物
な
ど
生
活
の
足
と
し
て
、
観
光
目

的
で
の
利
用
、
さ
ら
に
は
エ
コ
や
健

康
意
識
の
高
ま
り
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン

グ
や
本
格
的
な
ス
ポ
ー
ツ
競
技
ま
で

幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
公
道
に
お
い
て
自
転
車
は

道
路
交
通
法
上
の
車
両
の
一
種
「
軽

車
両
」
に
属
し
て
い
る
が
、
マ
ナ
ー

の
悪
さ
が
ひ
ど
く
、
ル
ー
ル
が
十
分

認
識
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て

い
た
。
今
回
の
改
正
は
自
転
車
の
交

通
違
反
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
取
締

り
の
対
象
は
14
歳
以
上
の
す
べ
て
の

自
転
車
利
用
者
で
あ
る
。
そ
こ
で
伺

う
。

 

改
正
後
の
違
反
者
は
い
る
か
。
ま

た
は
注
意
の
み
だ
と
か
、
警
察
側
の

指
導
状
況
は
。

 

今
回
の
法
改
正
を
受
け
て
、
警
察

と
連
携
し
な
が
ら
周
知
す
る
べ
き
だ

と
思
う
が
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
か
。

 

今
回
の
改
正
で
は
根
本
的
な
ル
ー

ル
が
増
え
、
自
転
車
に
乗
り
づ
ら
く

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
町
内
既

存
の
道
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ

か
ら
作
ら
れ
る
道
に
は
ル
ー
ル
が
わ

か
り
や
す
い
道
路
整
備
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　

総
務
課
長

 

嘉
手
納
署
に
問
い
合
わ
せ
た
所
、

危
険
行
為
の
違
反
者
は
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
以
外

に
夜
間
無
灯
火
２
人
乗
り
の
警
告
は

12
件
出
し
て
い
て
、
大
人
５
人
、
未

成
年
7
人
と
な
っ
て
い
る
。

 

嘉
手
納
署
と
合
同
で
沖
縄
県
警
察

本
部
よ
り
、
14
項
目
の
違
反
行
為
の

周
知
の
パ
ン
フ
等
を
取
り
寄
せ
、　

合

同
で
学
校
等
に
配
布
し
て
い
き
た
い
。

 

14
項
目
の
違
反
行
為
を
道
づ
く
り

に
ど
う
反
映
で
き
る
の
か
、
担
当
課

の
都
市
建
設
課
あ
た
り
と
協
議
し
て

い
く
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と

は
、
従
来
の
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
と

は
違
い
、
街
中
に
複
数
の
自
転
車
貸

出
し
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
て
、
ど
こ

の
貸
出
し
ス
ポ
ッ
ト
で
も
貸
出
し
や

返
却
が
自
由
に
行
え
る
自
転
車
の
共

同
利
用
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

本
町
も
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ク
ル
を
導
入
し
、
新
し
い
観
光
ス
タ

イ
ル
を
確
立
し
、
県
内
外
の
方
に
発

信
し
て
は
ど
う
か
。
そ
こ
で
伺
う
。

 

こ
れ
ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ク
ル
導
入
を
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る

か
。

 

道
の
駅
、ロ
ー
タ
リ
ー
地
区
、ネ
ー

ブ
ル
・
兼
久
海
浜
公
園
、
各
自
治
会

事
務
所
な
ど
に
貸
出
し
ス
ポ
ッ
ト
を

設
置
し
、
町
内
観
光
な
ど
に
生
か
せ

な
い
か
。

 

貸
出
し
に
つ
い
て
も
町
民
無
料

で
、
そ
れ
以
外
は
ワ
ン
コ
イ
ン
百
円

で
貸
出
し
な
ど
、
観
光
及
び
町
民
の

利
便
や
健
康
増
進
を
図
る
た
め
に
も

導
入
で
き
な
い
か
。

 

導
入
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
に
、

企
業
協
賛
で
自
転
車
を
購
入
し
、
自

転
車
に
そ
の
企
業
名
を
入
れ
た
ら
ど

う
か
。

　

産
業
環
境
課
長

 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
、
市

街
地
の
渋
滞
緩
和
等
の
効
果
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
海
外
で
は
広
く
普
及

し
て
お
り
、
現
在
日
本
で
は
都
市
部

を
中
心
に
導
入
の
た
め
の
社
会
実
験

が
各
地
で
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
、
導
入
に
つ
い
て

検
討
し
た
こ
と
は
な
い
。

 

町
内
の
観
光
へ
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
道
路
の
起
伏
、
幅
員
、
交
通
量

な
ど
の
現
状
と
安
全
性
に
つ
い
て
検

証
し
、
土
地
勘
の
な
い
観
光
客
へ
の

誘
導
等
の
設
備
整
備
が
可
能
か
も
含

め
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
導
入
可
能
な
ル
ー
ト

を
調
査
検
証
す
る
と
と
も
に
、
ま
ず

は
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
往
復

利
用
か
ら
検
討
し
、
複
数
の
レ
ン
タ

ル
サ
イ
ク
ル
を
つ
な
ぐ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
観
光

以
外
の
町
民
の
利
便
性
の
向
上
と
い

う
側
面
を
中
心
に
、
そ
の
可
能
性
を

検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

 

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
運
営

方
法
や
無
人
設
備
等
の
維
持
管
理
コ

ス
ト
等
を
勘
案
し
、
費
用
対
効
果
を

踏
ま
え
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

 

今
は「
道
の
駅
拡
充
事
業
」を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
時
点
ま
で

に
は
、
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
が
で
き

る
か
、
ま
た
そ
う
い
っ
た
企
業
協
賛

で
の
導
入
が
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。　

問
２

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
で

　
新
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル
を

問
１

法
改
正
に
よ
る
自
転
車

　
　
　
ル
ー
ル
の
周
知
を

町内でも見かけるマナー違反

川越市コミュニティサイクル
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田 仲 康 榮

　

国
民
に
番
号
を
つ
け
、
国
が

管
理
す
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会

保
障
、
税
番
号
）」
制
度
は
色
々
な

問
題
が
出
て
い
る
。
国
民
の
多
く
は

制
度
を
詳
し
く
知
ら
ず
情
報
漏
え
い

の
不
安
を
広
げ
て
い
る
。
厳
重
な
保

管
が
必
要
な
個
人
情
報
を
危
険
に
さ

ら
す
。

　

実
施
は
無
謀
で
あ
り
、
制
度
を
急

ぐ
必
要
は
な
く
実
施
を
中
止
す
べ
き
だ
。

・
町
民
へ
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
の
配

布
状
況
は
。

・
不
審
電
話
や
詐
欺
ま
が
い
の
被
害
は
。

・
個
人
情
報
の
漏
え
い
は
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
へ
の
誤
記
載
は
。

・
今
後
の
対
策
は
。

　

町
民
保
険
課
長
、
総
務
課
長

　
個
人
情
報
の
保
護
対
策
に
取
り
組
む

　

配
達
す
る
封
筒
は
５
，５
２
１
通
。

郵
便
局
が
保
管
中
は
１
１
２
通
。
役

場
へ
の
返
戻
は
８
４
３
通
。
窓
口
交

付
は
54
通
。
誤
記
載
の
案
件
は
現
在

ま
で
発
生
し
て
い
な
い
。（
町
民
保

険
課
長
）。

　

町
内
で
の
被
害
等
の
報
告
は
な

い
。
広
報
等
で
不
正
な
勧
誘
や
個
人

情
報
の
取
得
防
止
に
努
め
た
い
。
個

人
情
報
の
漏
え
い
は
な
い
。
職
員
の

情
報
管
理
、意
識
の
向
上
を
は
か
る
。

県
と
連
携
し
保
護
対
策
に
取
り
組
み

た
い
。

　

精
神
障
が
い
者
は
１
９
９
３

年
の
障
が
い
者
基
本
法
改
正
で
医
療

対
象
者
か
ら
障
が
い
者
福
祉
の
対
象

者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
し
か

し
、
身
体
、
知
的
障
が
い
者
と
の
医

療
面
で
の
格
差
は
解
消
さ
れ
な
い
。

知
的
障
が
い
者
は
全
て
の
診
療
科
目

で
無
料
受
診
で
き
る
の
に
精
神
障
が

い
者
は
精
神
科
の
通
院
医
療
以
外
の

科
目
は
対
象
外
だ
。
身
体
、
知
的
で

助
成
実
施
の
自
治
体
で
は
当
事
者
か

ら
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。
精
神
疾
患
に

も
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
。
町
内
の

精
神
障
が
い
者
の
実
態
、
県
内
で
の

実
施
状
況
、
町
で
の
財
源
は
、
町
内

で
の
医
療
費
助
成
の
実
態
は
。

　

福
祉
課
長

　
県
が
通
院
医
療
の
助
成
。
町
は
実

施
な
し　
　
　
　

　

平
成

２６
年
度
末
の
精
神
障
が
い

者
保
健
福
祉
手
帳
の
保
持
者
数

は
１
２
９
名
。
家
族
・
世
帯
数
は

１
２
７
世
帯
。
現
在
、
県
内
で
の
精

神
障
が
い
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成

の
実
施
自
治
体
は
な
い
。
身
障
手
帳

の
重
度
の
１
、２
級
を
対
象
の
場
合
、

年
間
１
２
０
９
万
１
千
円
の
財
源
が

必
要
。

　

町
内
で
は
精
神
障
が
い
者
へ
の
医

療
助
成
は
な
い
。国
が
通
院
を
助
成
。

　

翁
長
知
事
は
、
10
月
13
日
、

県
民
の
声
に
こ
た
え
、
前
知
事
の
辺

野
古
埋
立
て
承
認
を
暇
庇
が
あ
っ
た

と
取
り
消
し
た
。
だ
が
安
倍
政
権
は

国
を
「
私
人
」
に
な
り
す
ま
し
「
行

政
不
服
審
査
法
」
に
基
づ
き
国
交
相

に
取
り
消
さ
せ
た
。
一
方
で
知
事
権

限
を
無
視
し
て
「
代
執
行
訴
訟
」
を

お
こ
し
た
。
こ
の
強
行
姿
勢
は
県
民

の
民
意
を
踏
み
に
じ
り
、
地
方
自
治

を
侵
害
す
る
。
町
長
の
見
解
と
翁
長

知
事
へ
の
支
持
表
明
を
。

　

町
長

　
国
の
対
応
に
は
矛
盾
を
感
じ
る　

　
「
行
政
不
服
審
査
法
」
の
申
し
立

て
、
知
事
の
承
認
取
り
消
し
を
還
法

と
し
て
「
代
執
行
訴
訟
」
を
提
起
し

て
い
る
国
の
対
応
に
は
矛
盾
を
感
じ

る
。
た
だ
県
、
国
側
の
法
解
釈
の
問

題
で
あ
り
、
見
解
を
述
べ
る
の
は
難

し
い
。

　

政
治
家
が
民
意
を
得
た
公
約
を
尊

重
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
知
事
が

公
約
実
現
に
向
け
行
動
す
る
姿
勢
は

理
解
で
き
る
。

　

米
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
タ
ル
サ
空

軍
基
地
所
属
の
Ｆ
16
戦
闘
機
12
機
が

10
月
暫
定
配
備
さ
れ
連
日
激
し
い
訓

練
を
つ
づ
け
90
デ
シ
ベ
ル
越
え
の
激

し
い
爆
音
被
害
を
町
民
に
与
え
て
い

る
。

　

外
来
機
、
米
州
機
の
飛
来
、
訓

練
は
安
保
条
約
上
も
許
さ
れ
な

い
。
一
方
、
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
は

２
０
１
７
年
に
横
田
基
地
に
配
備
予

定
だ
が
沖
縄
県
内
の
基
地
や
訓
練
場

を
使
用
す
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ

た
。
同
型
機
の
Ｍ
Ｖ
22
は
嘉
手
納
基

地
で
弾
薬
類
を
補
給
し
、
訓
練
、
演

習
を
つ
づ
け
て
い
る
。
Ｃ
Ｖ
22
の
嘉

手
納
配
備
は
絶
対
許
さ
れ
な
い
。
町

民
大
会
を
開
催
し
、
配
備
を
阻
止
す

べ
き
だ
。

　

町
長

　
住
民
大
会
も
視
野
に
対
処
し
て
い
く

　

Ｆ
16
戦
闘
機
の
暫
定
配
備
に
つ
い

て
は
三
連
協
と
し
て
日
米
機
関
に
中

止
を
申
し
入
れ
配
備
後
も
爆
音
が
激

化
し
て
い
る
こ
と
で
そ
う
音
防
止
協

定
に
違
反
し
て
い
る
と
強
く
抗
議
。

飛
行
・
運
用
行
う
な
と
要
求
し
た
。

Ｃ
Ｖ
22
の
運
用
に
つ
い
て
は
三
連
協

と
し
て
住
民
大
会
を
開
き
配
備
反
対

の
意
思
を
決
定
し
て
い
る
。
オ
ス
プ

レ
イ
の
嘉
手
納
基
地
で
の
運
用
は
決

し
て
容
認
で
き
な
い
。
住
民
大
会
も

視
野
に
対
処
し
て
い
く
。

問
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
実
施

中
止
に

問
２

精
神
障
が
い
者
へ
の
全
科

の
医
療
費
の
助
成
を

問
３

辺
野
古
新
基
地
阻
止
へ
の

具
体
的
行
動
を

問
４

Ｆ
16
、Ｃ
Ｖ
22
配
備
反
対
の

町
民
大
会
を

総合案粉砕の住民大会（2011年6月12日）
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當 山  　均

　

国
交
省
は
、
非
婚
ひ
と
り
親
世

帯
が
公
営
住
宅
に
入
居
し
や
す
く
す

る
た
め
、
来
年
10
月
以
降
の
入
居
か

ら
非
婚
ひ
と
り
親
世
帯
に
も
寡
婦
控

除
を
み
な
し
適
用
す
る
と
発
表
。

　

施
行
令
が
適
用
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

前
倒
し
し
て
次
年
度
か
ら
本
町
独
自

の
施
策
と
し
て
、
非
婚
ひ
と
り
親
世

帯
の
公
営
住
宅
家
賃
に
寡
婦
控
除
の

み
な
し
適
用
を
提
案
す
る
。

　

都
市
建
設
課
長

　
　
早
期
施
行
す
る
方
向
で

　
　
　
　
検
討
し
て
い
き
た
い

　

現
在
、
本
町
の
３
団
地
及
び
町
民

住
宅
へ
の
入
居
者
の
う
ち
非
婚
ひ
と

り
親
世
帯
は
３
世
帯
あ
る
が
、
最
低

家
賃
の
負
担
で
あ
り
、
み
な
し
適
用

し
て
も
家
賃
は
減
額
に
は
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
非
婚
ひ
と
り

親
世
帯
が
入
居
を
希
望
す
る
可
能
性

も
あ
る
の
で
、
非
婚
ひ
と
り
親
世
帯

へ
の
み
な
し
適
応
を
早
期
施
行
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

住
宅
防
音
空
調
施
設
維
持
管
理

費
補
助
制
度
の
周
知
方
法
及
び
助
成

対
象
者
の
選
定
方
法
は
。

　

基
地
渉
外
課
長

　
今
後
、
生
活
困
窮
世
帯
の
漏
れ
が

出
な
い
よ
う
進
め
た
い

　

本
事
業
対
象
の
基
準
は
、
生
活
保

護
法
第
６
条
第
１
項
に
規
定
す
る
被

保
護
者
、
そ
し
て
各
区
自
治
会
長
及

び
各
区
民
生
委
員
が
生
活
困
窮
世
帯

と
認
定
し
た
者
と
な
っ
て
い
る
。

　

周
知
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
は
各
区

自
治
会
長
に
対
し
事
業
の
説
明
を

行
っ
て
い
た
が
、
同
様
に
住
民
に
一

番
近
い
と
こ
ろ
で
生
活
を
見
守
っ
て

い
る
民
生
委
員
の
皆
様
に
対
し
て
も

事
業
の
説
明
を
行
い
、
地
域
か
ら
生

活
困
窮
世
帯
の
漏
れ
が
出
な
い
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
。

　

今
年
４
月
１
日
現
在
の
県
内
認

可
保
育
所
３
２
８
施
設
の
保
育
士
６
，

７
４
９
人
の
う
ち
、
正
規
雇
用
は
２
，

７
７
８
人
で
、
正
規
雇
用
率
は
４１
．

２
％
で
あ
る
実
態
が
県
子
育
て
支
援

課
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

県
で
は
、
新
規
で
認
可
す
る
際
は

正
規
雇
用
率
を
６
割
以
上
に
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
と
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
次
の
質
問
を
行
う
。

　

町
立
保
育
所
に
お
け
る
保
育
士

数
、
正
規
雇
用
率
は
。

　

子
ど
も
家
庭
課
長

　
町
立
保
育
所
の

　
　
　
正
規
雇
用
率
は
約
27
％

　

第
二
保
育
所
の
保
育
士
24
人
の
う

ち
正
規
雇
用
者
６
人
、
正
規
雇
用
率

は
25
％
。
第
三
保
育
所
の
保
育
士
25

人
の
う
ち
正
規
雇
用
者
７
人
、
正
規

雇
用
率
は
28
％
。
認
可
保
育
所
は
保

育
士
15
人
の
う
ち
正
規
雇
用
者
８
人
、

正
規
雇
用
率
は
約
53
％
。

　

町
立
保
育
所
の
嘱
託
保
育
士
の

賃
金
額
は
。

　

県
内
に
は
資
格
を
持
つ
潜
在
保
育

士
は
１
万
人
以
上
い
る
が
、
復
職
を

た
め
ら
う
理
由
と
し
て
、
給
与
や
待

遇
、
休
み
が
と
り
づ
ら
い
等
の
声
が

県
調
査
で
示
さ
れ
た
。
県
は
職
員
の

待
遇
改
善
が
子
ど
も
の
処
遇
改
善
に

つ
な
が
る
と
保
育
団
体
に
改
善
を
求

め
る
考
え
を
示
し
て
い
る
が
、
本
町

立
保
育
所
の
嘱
託
保
育
士
の
賃
金
額

は
。
近
隣
町
村
と
比
較
し
て
実
態
は
。

　

子
ど
も
家
庭
課
長

　
せ
め
て
、
北
谷
町
並
み
に
増
額
す

る
よ
う
調
整
し
て
い
き
た
い

　

前
年
度
、
嘱
託
保
育
士
の
月
額
報

酬
を
北
谷
町
と
同
額
に
な
る
よ
う
改

正
し
た
が
、
経
験
年
数
に
よ
っ
て
は

若
干
、
北
谷
町
が
高
い
部
分
が
あ
る

の
で
、
せ
め
て
北
谷
町
並
み
に
持
っ

て
い
け
る
よ
う
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　

今
年
９
月
、
県
学
力
向
上
推
進

本
部
会
議
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
を
含
む
小
学
校
部
活
動
の
休
養
日

を
週
３
日
以
上
設
け
る
こ
と
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
提
言
書
を
各
市
町
村
教

育
委
員
会
等
に
通
知
し
た
。
本
町
の

対
応
・
取
り
組
み
方
針
等
を
伺
う
。

　

社
会
教
育
課
長

　
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
体
と
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
く

　

現
在
、
本
町
で
は
週
３
日
以
上
の

休
養
日
は
実
施
し
て
い
な
い
。

　

今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
体
と
意

見
交
換
を
行
い
、
児
童
生
徒
の
健
全

育
成
が
行
わ
れ
る
よ
う
総
合
的
な
観

点
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
及
び
取
り

組
み
に
対
し
て
町
長
の
見
解
、
基
本

方
針
は
。

　

町
長

　
国
の
支
援
策
や
県
の
計
画
を
踏
ま

え
、
本
町
の
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に

対
処
し
て
い
き
た
い

　

同
問
題
を
取
り
巻
く
各
市
町
村
の

状
況
も
異
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
が
、

実
態
に
基
づ
く
よ
り
有
効
な
対
策
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。　

　

今
後
は
、
国
の
支
援
策
や
県
の
計

画
を
踏
ま
え
、
本
町
の
子
ど
も
の
貧

困
問
題
に
対
処
し
て
い
く
方
針
で
あ

る
。　

都
市
建
設
課
長

　
保
育
所
等
と
現
場
検
証
し
な
が
ら

再
検
討
し
て
い
き
た
い

　

イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
看
板
設
置
や
、

ハ
ン
プ
と
言
わ
れ
る
路
面
に
凹
凸
施

工
も
速
度
制
限
の
抑
止
力
に
な
る
。　

　

保
育
所
な
ど
と
現
場
検
証
し
な
が

ら
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
１

非
婚
ひ
と
り
親
に
寡
婦
控

除
の
み
な
し
適
用
を

問
３

町
立
保
育
所
に
お
け
る
正

規
雇
用
率
は

問
２

住
宅
防
音
維
持
管
理
費
補
助

制
度
の
更
な
る
周
知
を

問
４

部
活
動
時
間
の
適
正
化
に
向

け
た
提
言
に
対
す
る
対
応
は

問
５

子
ど
も
の
貧
困
問
題
対
策
を

重
点
施
策
に
位
置
づ
け
よ

問
６

第
二
保
育
所
前
に
お
け
る
通

行
車
両
の
減
速
対
策
を
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徳 里 直 樹

　①
緑
の
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
と
課

題
は
。

②
各
自
治
会
、
関
係
団
体
と
の
連
携

の
現
状
は
。

③
国
、
県
と
の
連
携
の
現
状
は
。

④
チ
ッ
プ
事
業
と
の
整
合
性
は
。

⑤
緑
化
の
保
全
・
推
進
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
構
築
を
。

　

都
市
建
設
課
長

①
同
計
画
書
に
示
さ
れ
た
目
標
に
課

題
等
を
検
証
し
、
実
効
性
の
あ
る
施

策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

②
緑
の
町
づ
く
り
を
展
開
す
る
に
当

た
り
、
自
治
会
等
住
民
が
果
た
す
べ

　
「
道
の
駅
か
で
な
」
は
開
業
12

年
目
を
迎
え
、
機
能
拡
充
基
本
計
画

も
進
む
中
で
現
状
と
将
来
を
見
据
え

た
観
光
振
興
に
所
見
、課
題
を
伺
う
。

①
「
道
の
駅
か
で
な
」
の
現
状
と
課

題
。

②
テ
ナ
ン
ト
会
と
の
連
携
は
。

③
国
、
県
、
関
係
団
体
と
の
連
携
は
。

④
観
光
資
源
の
発
掘
を
。

（
１
）特
産
品
作
り
へ
の
取
り
組
み
の

現
状
と
課
題
。

（
２
）「
野
國
い
も
っ
ち
」
の
活
用
は
。

（
３
）人
材
の
育
成
と
活
用
の
現
状

は
。

（
４
）比
謝
川
の
利
活
用
は
。

（
５
）漁
港
・
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
振

興
活
用
は
。

（
６
）カ
デ
ナ
マ
リ
ー
ナ
の
利
活
用

は
。

　

産
業
環
境
課
長

①
年
間
約
50
万
人
の
来
場
者
が
訪
れ

る
も
館
内
の
店
舗
等
の
売
上
げ
に
結

び
つ
い
て
な
い
。
施
設
規
模
の
不
足

や
店
舗
が
見
え
に
く
い
構
造
、
低
い

回
遊
性
が
課
題
。

②
指
定
管
理
者
に
お
い
て
毎
月
会
議

を
開
催
、
管
理
運
営
上
の
意
見
交
換

や
テ
ナ
ン
ト
業
者
か
ら
の
要
望
等
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
る
。

③
指
定
管
理
者
を
中
心
に
連
携

④（
１
）多
く
の
製
造
業
者
が
小
規
模

事
業
者
で
そ
の
推
進
す
る
取
り
組
み

に
手
が
回
ら
な
い
状
況
が
あ
る
。

（
２
）チ
ラ
シ
や
告
知
活
動
等
に
よ
る

活
用
を
行
っ
て
い
る
。

（
３
）お
も
て
な
し
ガ
イ
ド
の
育
成
事

業
を
実
施
。
運
営
方
法
の
検
証
を

行
っ
て
い
る
。

（
４
）比
謝
川
緑
地
広
場
整
備
事
業
の

中
で
有
効
的
な
活
用
を
考
え
て
い

る
。

（
５
）振
興
や
活
用
を
図
る
際
は
、
町

漁
業
組
合
と
相
談
し
な
が
ら
、
妨
げ

と
な
ら
な
い
範
囲
内
で
活
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

（
６
）い
つ
で
も
誰
で
も
確
実
に
利
用

で
き
る
保
証
も
な
く
、
事
故
な
ど
安

全
対
策
の
面
で
も
大
き
な
課
題
が
あ

り
、
町
が
観
光
資
源
と
し
て
活
用
を

促
進
で
き
な
い
状
況
。

き
役
割
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
行
政
と
自
治
会
、
各
団
体

と
連
携
し
町
の
緑
化
に
努
力
し
て
い

き
た
い
。

③
住
民
、
緑
化
活
動
団
体
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め
に
も
、

制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た

い
。

④
街
路
樹
へ
の
活
用
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
一
般
世
帯
に
対
す
る
利
活

用
を
促
進
さ
せ
る
。

⑤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
構
築

は
、
緑
化
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
取
り

得
る
方
策
の
一
つ
で
あ
る
が
、
人
材

の
確
保
や
専
門
的
技
術
指
導
者
の
支

援
な
ど
、
組
織
体
制
の
構
築
は
容
易

で
は
な
い
が
、
今
後
町
民
か
ら
の
情

報
を
収
集
、
関
係
部
署
と
連
携
し
、

施
策
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

野
國
總
官
甘
藷
伝
来
４
１
０

年
祭
及
び
記
念
事
業
の
総
括
は
。

　

産
業
環
境
課
長

　

ま
つ
り
は
両
日
多
く
の
来
場
者
が

訪
れ
成
功
裏
に
終
了
し
た
。
記
念
事

業
は
、
ピ
ー
ア
ー
ル
及
び
お
芋
の
多

様
な
利
活
用
や
機
能
性
、
可
能
性
を

広
く
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

町
の
振
興
発
展
、
野
國
總
管

を
称
え
る
意
味
で
も
資
料
館
を
ぜ
ひ

考
え
て
ほ
し
い
が
、
町
長
の
考
え
方

は
。

　

町
長

　

検
討
を
十
分
重
ね
実
現
で
き
る
よ

う
に
努
力
を
し
た
い
。

問
１

観
光
振
興
を
問
う

問
２

緑
の
町
づ
く
り
を
問
う

問
３

野
國
總
官
甘
藷
伝
来

４
１
０
年
祭
及
び
記
念
事

業
の
総
括
を

道の駅

野國總官
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「二元代表制における議会改革のあり方」議会広報研修会
　平成 27 年 10 月 28 日（水）糸満市のサムシング
フォー西崎にて、沖縄県町村議会議長会主催の町村
議会議員・議会事務局職員研修が行われた。
　三重県地方自治研究センター上席研究員の髙沖秀
宣氏を講師に「二元代表制における議会改革のあり
方」という題目で研修し、自治体議会の可能性は無
限に拡がっており、議会改革は、「気が付いた事から」

「できる事から」一歩ずつ積み上げていくほかはない。
ということを学んだ。
　監視型議会から政策提言できる議会を私達も目指
して頑張っていきたい。

　平成２８年１月２２日（金）議会広報研修会が自
治会館で開催された。地方創生は議会だよりからを
テーマに、熊本大学客員教授越地真一郎氏が講師を
務めた。何を載せるかではなく、何を捨てるか、自
分に分かるものが他人にも分かるかがポイントであ
るクリニックでは本町の議会だよりの良いところ、
悪いところを厳しくアドバイスしてくれた。またワー
クショップでは、中頭郡区の６町村の広報委員の方々
がそれぞれのテーマで熱弁をふるいあっという間に
研修会は終了した。

子ども達の健やかな成長願い！
青少年センター新春餅つき大会

　平成 28 年 1 月 10 日（日）、第 14 回嘉手納町青少
年センター指導委員会を中心とした餅つき大会が開催
された。児童生徒、地域の方々との交流を目的に、大
会テーマ「高めよう、広めよう、地域の和」のもとに
子ども達、地域の大人が笑顔で交流を図れるよう、青
少年センター指導員及び嘉手納高校生ボランティアと
共に大会を運営。
　今年も来場者数 700 名余の参加者で、餅米 100kg、
お雑煮 800 食があっという間に完食され、大盛況に
行われていた。地域を守る警察官や我々、議員も参加
し、汗だくになりながら満面の笑顔を見せていた。

農
作
物
初
荷
式

漁
協
組
合
初
お
こ
し

　

平
成
28
年
1
月
5
日
（
火
）
9
：
00
よ
り

久
得
地
区
の
町
集
出
荷
場
で
初
荷
式
が
行
わ

れ
50
人
が
参
加
し
た
。

　

今
年
も
、
観
葉
植
物
、
ト
マ
ト
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
を
中
心
に
市
場
に
出
荷
さ
れ
る
予
定
。

　

平
成
二
八
年
二
月
九
日
（
火
）
旧
暦
一
月

二
日
は
漁
協
関
係
者
に
と
っ
て
は
新
た
な
年

の
始
ま
り
、
初
興
し
の
日
で
あ
る
。
組
合
長

を
先
頭
に
、
航
海
の
安
全
と
漁
獲
高
倍
増
を

誓
っ
た
。
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　平成 27 年 11 月 11 日に東京都で開催された第 59 回町村議会
議長全国大会において、日米地位協定の見直しに関する特別決議
が全会一致で採択された。
　全国町村議会議長会は全国 928 自治体の町村議長で構成されて
おり、年１回全国大会を開催している。
　この特別決議は沖縄県町村議会議長会会長でもある徳里直樹議
長が呼びかけ実現されたものであり、このような特別決議が全国
大会において採択されるのは初めてである。
　徳里議長は、「少女暴行事件や沖国大ヘリコプター墜落事件等
重大事件をはじめとし、航空機騒音、部品落下、環境問題、米軍
人・軍属等による犯罪など戦後 70 年を経た今日においても事件・
事故が後を絶たず、住民生活に多大な影響を及ぼしているにも関
わらず、日米地位協定は協定締結から 55 年が経過した現在まで、
見直しがなされていない。
　米軍基地から派生する様々な事件・事故等から住民の生命・財
産と人権を守るためには、日米地位協定の運用改善や補足協定の
締結だけでは不十分であり、根本的な解決をするためには、抜本
的な見直しが不可欠である。過去、諸先輩方が幾度となくこの問
題を訴えてきているが、今回やっと特別決議採択に至った。
　この特別決議を足掛かりに、今後継続的に基地問題を話し合う
場をつくるため、米軍基地を抱える町村による組織の発足に向け
た取り組みを行いたい。」と述べた。

　

嘉
手
納
町
議
会
を
担
当
し
て
１
年
足

ら
ず
だ
が
、
こ
れ
ま
で
何
度
米
軍
に
対

す
る
抗
議
決
議
を
取
材
し
た
だ
ろ
う
か
。

嘉
手
納
基
地
を
め
ぐ
る
議
論
が
、
議
会

で
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
も
は
や
「
日
常
」
と
化
し
て
い
る

よ
う
な
状
況
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

何
と
も
言
い
が
た
い
心
地
に
な
る
。

　

私
は
那
覇
出
身
で
、
中
部
に
配
属
さ

れ
る
ま
で
は
身
を
も
っ
て
「
基
地
被
害
」

を
実
感
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

が
、
嘉
手
納
町
を
担
当
し
て
か
ら
は
ご

う
音
を
浴
び
な
い
日
は
な
く
、
基
地
問

題
を
端
緒
に
地
域
で
生
活
す
る
人
た
ち

の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
た
。

　

当
然
な
が
ら
、
町
議
会
で
は
基
地
問

題
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
生
活
の
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
や
よ
り
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
尽
力
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
議
論
を
ち
ょ
っ
と
の
ぞ

い
て
み
る
こ
と
は
、
自
身
の
日
々
の
生

活
を
違
っ
た
視
点
か
ら
見
直
し
、
普
段

は
気
づ
か
な
い
こ
と
に
気
が
つ
く
契
機

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

み
ん
な
の
議
会
へ

議
会
見
て 

あ
る
記
No.64

琉球新報社
真栄城 潤一 さん

題字紹介
屋良小学校 5年生

伊
いれい

禮 心
ここ ね

響 さん
　

わ
た
し
が「
議
会
だ
よ
り
」を
書
い
て
思
っ

た
こ
と
は
、
議
会
だ
よ
り
の
「
議
」
が
と
て

も
む
ず
か
し
く
何
回
も
書
き
な
お
し
を
し
ま

し
た
。

　

で
も
、「
議
会
だ
よ
り
」
と
か
け
る
チ
ャ

ン
ス
が
で
き
て
、
習
字
を
や
っ
て
い
て
よ

か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
習
字
に
か
よ

わ
せ
て
く
れ
た
お
母
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
ま
た
書
く
き
か
い
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
書
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

●発行・嘉手納町議会　●編集・議会広報調査特別委員会
〒904-0293 沖縄県中頭郡嘉手納町字嘉手納588番地　TEL 098-956-3113　FAX 098-956-3100

基地被害苦情110番
TEL 0800-200-2665

日米地位協定見直しに関する
特別決議 全国町村議会議長会

全国大会で初の決議！

2016ニライ消防出初式
平成 28 年 1 月 6 日、比謝川行政事務組
合ニライ消防本部が平成 28 年の出初式
を開催した。開会式では、福地消防団長、
石嶺傳實（読谷村長）管理者が式辞を行
い、長年活躍されている消防職団員への
定例表彰や永年勤続者表彰授与式が合わ
せて行われた。また、庁舎前では、アト
ラクションとして保育園児による太鼓エ
イサーが披露され、新春の餅つきや、救
助訓練、ポンプ車からの一斉放水訓練等
が披露され一年の安全を願った。
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